
暑い時間帯にだけ 27～28℃の高い設定温度で冷房設備

を使用する方法では建築後 30 年以上が経過した断熱性

能が低い住宅では冷房不足であり，ほぼ１日中冷房運転

しなくとも，就寝時を除いて１日中冷房運転したり，昼

間の暑い時間帯と夕方から就寝時まで冷房運転したりす

ることで，在室時の居間温度を不在時よりも有意に低く

維持できることが住宅実測から示された。また，６・７

地域の HEAT20 G１相当（UA値 0.56 W/m2K）の高い断熱性

能を持つ住宅であれば，寝室において就寝時に冷房設定

温度 27℃にて連続運転することで，熱中症リスクを低

減できることが実測より示された。さらに，就寝時の枕

元温度が睡眠効率に影響を及ぼしていたことから，冷

房使用による室内環境調整は睡眠状態を改善し，高齢

者の健康性向上に寄与する可能性がある。他方，猛暑の

中，居室では冷房による室温調整がなされていた一方で，

非居室のトイレには冷房設備が設置されておらず，対象

住宅の中にはトイレ温度が外気温度近くまで上昇し，居

室との室間温度差が最大５℃付いてしまう事例が見られ

た。このように，非居室であるトイレには空調設備が設

置されていない住宅が多く，冬期においては夏期よりも

室間温度差が大きくなる恐れがあるため，非居室にて外

気の影響を受けにくくする設計上の工夫が必要である。

一方，被験者実験より，高齢者は若年者よりも暑熱順

化の速度が遅いことが確認されたため，浴槽に浸かる入

浴のみならず，日常的に運動等を取り入れて積極的に暑

熱順化することで，盛夏期前に暑熱順化が完成し，熱中

症を予防することができるであろう。夏期における住居

での在室時の冷房運転方法として，生理心理的負担の小

さいやや高めの設定温度（例えば 29℃）にて連続運転す

るのが望ましい。
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＜注＞

標準化得点として，因子Ⅰ：起床時眠気，因子Ⅱ：入眠と睡

眠維持，因子Ⅲ：夢み，因子Ⅳ：疲労回復，因子Ⅴ：睡眠時間

の 5 因子の得点が 100 点満点で算出され平均は 50 点である。

＜参考文献＞

1） 総務省消防局：令和４年（５月から９月）の熱中症による

救急搬送状況（報道資料），

https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke/post1.ht

ml，令和４年 10 月 28 日.

2） 日本生気象学会：「日常生活における熱中症予防指針」

Ver.4，2022 年.

3） 村木里志，長谷川博，小川景子：人間の許容・適応限界事

典，朝倉書店，p.19, p.523, p.527, 2022. 

4） 井上芳光，上田博之：高齢者における運動時の発汗及び皮

膚血流反応，デサントスポーツ科学，20，pp.87-98，1999.

5） 第 1 回脱炭素社会に向けた住宅・建築物の省エネ対策等の

あり方検討会資料 5，2021.

6） イングランド公衆衛生庁：イングランド防寒計画，2015.

7） WHO：HOUSING AND HEALTH GUIDELINES, 2018.

8） Umishio W. et al.; Disparities of indoor temperature

in winter: A cross-sectional analysis of the

Nationwide Smart Wellness Housing Survey in Japan,

Indoor Air, 30(6), pp.1317-1328, 2020.

9） Umishio W. et al.; on behalf of the SWH Survey Group.

Cross-Sectional Analysis of the Relationship between

Home Blood Pressure and Indoor Temperature in Winter,

A Nationwide Smart Wellness Housing Survey in Japan,

Hypertension, 74(4), pp.756-766, 2019.

10）倉部豊弘他：住まいと住まい方が高齢者の熱中症初期症状

に及ぼす影響の夏季実態調査，日本建築学会大会学術講演

梗概集，pp.53-54，2016.

11）城戸千晶，久保博子，東実千代，佐々尚美，磯田憲生：夏

期および冬期におけるフレイル高齢者の睡眠と寝室温熱

環境の実態，人間と生活環境，28(2)，pp.107-114，2021.

12）長谷川兼一他：脳卒中死亡に関する住環境要因に関する調

査研究－山形県郡部を対象としたアンケート調査－，日本

建築学会環境系論文集，85(768)，pp.169-176，2020.

13）森郁惠他：窓の断熱改修が住宅の温熱環境と高齢者の生活

および健康に及ぼす影響に関する研究，日本建築学会環境

系論文集，79(706)，pp.1061-1069，2014.

14）都築和代，水野一枝：中等度温熱環境における高齢者の温

熱環境特性に関する研究，日本家政学会研究発表要旨集，

56 巻，2004.

15）都築和代：暑熱環境における高齢者の体温調節に関する研

究，日本家政学会研究発表要旨集，65 巻，2013.

16）横江彩，山羽基：夏期における熱的弱者の過ごす温熱環境

調査と暑熱順化の可能性，日本建築学会大会学術講演梗概

集(選抜梗概)，D-1，pp.1139-1142，2020.

17）山本由華吏他：中高年・高齢者を対象とした OSA 睡眠感調

査票（MA 版）の開発と標準化，脳と精神の医学 10，pp.401-

409，1999.

18）気象庁：過去の気象データ検索，

https://www.data.jma.go.jp/stats/etrn/index.php

19）株式会社気象データシステム：標準年 EA 気象データ 2020

年版（2011-2020 年に基づく）DVD，2022.

20）日本生気象学会：日常生活における熱中症予防(第３版)，

p.11，2023.

21）WBGT 計算サービス，ビーバーワークス，

titan-sensors-apps-py-view.azurewebsites.net

＜研究協力者＞

宮元亜優 長崎大学大学院工学研究科博士前期課程２年

宮崎翔太 長崎大学工学部卒業生（令和４年度当時４年）

山口勇也 長崎大学工学部卒業生（令和４年度当時４年）

小倉卓也 長崎大学工学部工学科構造工学コース４年

中野耕太 長崎大学工学部工学科構造工学コース４年

渡邉敏基 中部大学大学院工学研究科建設工学専攻博士前

期課程２年

朝倉将貴 中部大学工学部卒業生（令和４年度当時４年）

寺西優人 中部大学工学部卒業生（令和４年度当時４年）

高田心奈 中部大学工学部建築学科４年生

堀内清弘 中部大学工学部建築学科４年生 ＊１
早稲田大学 教授 博士（工学）

＊2
早稲田大学創造理工学研究科建築学専攻 修士課程

＊3
サイト一級建築士事務所 代表 

＊4 
早稲田大学 助手 博士

後期課程 

研究 NO.2212 

吉吉阪阪隆隆正正日日記記解解読読とと分分析析  

―吉阪隆正とアトリエ ル・コルビュジエ従事者を中心とした交流分析― 

主査 中谷 礼仁＊１

委員 湊 明人＊２, 齊藤 祐子＊3，池田 理哲＊4 

本研究では建築家 吉阪隆正(1917-80)が 1950 年から 2 年間に渡って行ったフランス留学中の日記帳を対象として,そ

の悉皆的な解読と調査を行った。書誌情報や資料性格を明らかにし,さらに記述内容の整理を行った。これまで,吉阪の留

学期については,建築家 ル・コルビュジエ(1887-1965)との関係が多く注目され,吉阪個人の活動が相対的に注目されてこ

なかった。よって本研究では,吉阪自身の活動のありようを軸として,アトリエ ル・コルビュジエの従事者との関係を再

検討し,新たな事実を抽出した。また特に彼の留学期に形成された普遍的集住観について検討し,在仏期間が吉阪に与えた

影響を考察した。 

キーワード：１）吉阪隆正，２）ル・コルビュジエ，３）日記研究，４）弟子研究，５）読み下し，

６）日記解読，７）戦災復興，８）人的ネットワーク，９）都市計画，１０）住居学

DECIHERING AND ANALYZING THE DIARY OF TAKAMASA YOSIZAKA 
-Exchange analysis focusing on Yosizaka and people related to Atelier Le Corbusier -

Ch. Norihito Nakatani 

Mem. Minto Minato, Yuko Saito, Michisato Ikeda 

In this study, we conducted the first complete decipherment and investigation of the diary of architect Takamasa Yosizaka during 

his study in France from 1950 to 1952. The vast amount of information in the diary was then organized to clarify the bibliographic 

information and material characteristics. Until now, much attention has been paid to Yosizaka's period of study abroad as a student of 

architect Le Corbusier, but Yosizaka’s personal activities have not received much attention. Therefore, this study focuses on Yosizaka's 

own activities and examines the universal view of living together formed during his study period and the human network centering on 

Yosizaka in France to clarify the impact of his study in France. 

1. はじめに

1.1 研究の目的と背景 

本研究の目的は,建築家 吉阪隆正（1917-80）の在仏

時,1950 年 8 月から 1952 年 10 月までの約２年間にかけ

て記された日記帳４冊（以降,在仏日記）と同日記内の挿

入資料の解読を行い,もって今後の住生活文化への指針,

ならびに 20 世紀中盤のアトリエ ル・コルビュジエ従事

者との交流を中心とした,彼の渡仏時の活動ならびに人

的ネットワークの性格を明らかにすることである。類似

研究も既に散見されるが（参照：1.2）,吉阪の在仏時の

活動を詳細に記録した基礎資料である在仏日記（早稲田

大学蔵）はこれまで悉皆的な解読と分析が為されてこな

かった。同日記を所蔵する研究機関に所属する身として,

その内容の精査と公開に向けての努力は必須であると考

えた。 

また住生活文化への指針として,吉阪は留学を通じて,

第二次世界大戦後の社会,中でも社会的要請として現れ

ていた「集住」を広く観察し,その学習を自身の論や建築

活動に反映している。この事から,今回の在仏日記の集解

調査に伴いあわせて「集住」に関する記録について分析

考察を行った。 

また,吉阪の活動の舞台となった,アトリエ ル・コル

ビュジエでは,当時《マルセイユ・ユニテ・ダビタシオン

（1947 年着工）》注 1）,《チャンディガールの建築群（1950

年着工）》注 2）,《ストラスブルグ 800 戸のための設計競

技（1951 年計画開始）》注 3）など,設計活動が活発化,多様

化しており,アトリエ内の従事者たちは,その設計手法の

構築に参与し,影響を互いに与えていたと考えるべきで

ある。これは建築設計プロセスの重要な一端であり,吉阪

隆正の在仏日記の内容はその見地からも,またとない一
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級資料でもある。 

以上の事から本研究では, 吉阪自身の活動のありよ

うを軸として,アトリエ ル・コルビュジエの従事者との

関係を再検討し,新たな事実を抽出した。また特に彼の留

学期に形成された普遍的集住観について検討し,在仏期

間が吉阪に与えた影響を考察した。 

図1-1 アトリエ ル・コルビュジエの仲間と。一番右がインドの

Balkrishna.V.Doshi。座っているのが,ギリシアのIannis.Xenakis。

（吉阪隆正アーカイブ早稲田大学蔵より。以下掲載図版は特記なき

限りは全て同アーカイブからである。） 

1.2 先行研究と本研究との関係 

●吉阪在仏期に関係する既往研究

吉阪の在仏期に関して,自筆の言説を取りまとめた吉

阪隆正集の他に,吉阪の書簡等を対象として,在仏期の活

動の復元を試みた論文が見られる。いずれの論文でも在

仏日記の全体的な紹介はなされておらず,本研究では在

仏日記から新たな視座を獲得する事を目指した。注 4） 

・吉阪隆正集全 17巻,勁草書房,1985

吉阪没後に彼の教え子を中心に編まれたものであり,

吉阪の基礎文献である。各巻ごとのテーマにそって,主に

公刊された 498 本の文献と資料類を再録している。吉

阪の在仏日記もテーマに従って断片的に紹介されている

が,その全体は未収録である。 

・倉方俊輔,山名善之「吉阪隆正の住宅・都市理念に関す

る研究」,住宅総合研究財団研究論文集 34 巻,pp.361-

372,2008  

当論文は吉阪隆正の早稲田大学入学（1938 年）から渡

仏後（1952 年）までの彼の住宅・都市理念の変遷を扱っ

ている。渡仏前は論文・著作・コンペ案を参考資料とし,

在仏時については,吉阪隆正が妻に宛てた書簡や吉阪隆

正の著書を参考資料とした。当時吉阪家に保管されてい

た旧蔵資料を総覧した点,吉阪の建築思想の変遷が通覧

的に扱われた点に大きな意義がある。しかしながら,本研

究で扱う吉阪隆正の在仏日記は当時の閲覧上の制約もあ

り,資料として直接的に参照されていない。 

また当論文はアトリエ内の交流関係において,ル・コ

ルビュジエから受けた影響を中心としてのみ論じている。 

対して本研究では,在仏日記全体を対象とし,アトリ

エ内外の吉阪のより広い人的・文化的交流を明らかにし

た。 

・倉方俊輔『吉阪隆正とル・コルビュジエ』,王国社,2005 

当文献は上記論文の対象時期に加えて,帰国後の建築

活動まで扱っている。その内容は吉阪隆正の活動におけ

る建築作品や建築理論,さらにル・コルビュジエからの影

響を中心として紹介し,論じた。本研究と,場所と時期が

重複する重要参考文献である。ただし,同著者の上記論文

と同じく,本研究が対象とする在仏日記の記述内容は,部

分的な紹介にとどまっている。 

●吉阪在仏日記内記述を直接的に参照した既往研究

本研究の対象資料である在仏日記を直接的に参照した

既往研究も一件見られる。アトリエ ル・コルビュジエ内

での吉阪の担当プロジェクトの特定を目的として利用さ

れており,膨大な在仏日記記述の一部分を紹介するもの

である。本研究では悉皆的な記述の解読を行い,アトリエ

外まで含めた留学の全貌を明らかにした。 

・福田京,島崎絵里,谷川大輔,山名義之「アトリエ・ル・

コルビュジエにおける吉阪隆正のプロジェクト担当箇所

の特定と考察－設計図面及び日記の調査をとおして－」,

日本建築学会大会講演梗概集,2008 

当論文は,ル・コルビュジエ財団（ Fondation Le 

Corbusier,以降 FLC）に保管されている設計図面と在仏

日記を対象資料として,吉阪がアトリエ ル・コルビュジ

エ在籍時に進行していたプロジェクトにおける,吉阪の

担当箇所を特定している。設計図面の作成者情報等を網

羅的に整理し,在仏日記から抽出した設計に関する記述

と照合することで,それまで判明していなかった担当箇

所を特定したことに意義がある。当論文において在仏日

記は,設計図面から判明した情報が不足している場合に

参照する補助的な役割を果たしており,設計の思索内容

などについては論じられていない。また,在仏日記の解読

についても,アトリエに関係のない文章については未完

了である。そのため本研究では,日記帳を網羅的に解読し,

その上で吉阪仏留学の側面としてアトリエ ル・コルビュ

ジエ関係の経験と同等に,吉阪の旅や個人的学習・文化交

流などに着目した。 

1.3 対象資料について 

 本研究の対象とする資料は,吉阪隆正が留学期間中に

記した日記帳全 4 冊である。本資料は,2015 年に吉阪家

資料が早稲田大学に寄贈されるまで,別所蔵先にあり未

公開であった。現在は早稲田大学建築学科を通じて,閲

覧可能となっているが,2021 年に本組織が解読を開始す

るまではその書誌学的分析・悉皆的読解については，手

つかずの状態であった。日記帳には頁間に挟み込まれた

た資料（以降,挿入資料）が存在するが,これも日記帳の

重要な要素として認め,研究を行なった。以下に「在仏日

記」と「挿入資料」のそれぞれについてその概要を記す。 

1.3.1 在仏日記の概要 

 在仏日記は 1950 年 8 月 23日から 1952 年 7 月 29 日ま

での 707 日間の期間に記された物である。その期間のう

ち,記録が残された日は,約 84％の 594 日間であり,113

日は未筆であった。見開きの右側頁に初年度分を書き,左

側頁に翌年の同月日分を書く「2 年連用日記」という方

法を取っている（表１−１）。 

また,吉阪は留学期に A4 判大学ノート 3 冊と,フラン

スで購入した B5 判ノート 2 冊に日記を残した事が参考

文献より分かっており注 5),本研究の対象資料は最後の期

間を記した 1 冊を除く 4冊に当たる。先行研究文 1)（2007

年公開）より「（前略）留学中の日記は A4ノート３冊,B5

ノート２冊であるが,2008 年 2 月現在,1952 年 7 月 28 日

から帰国までを記した B5 ノート１冊が紛失している」

と指摘されており,現在もその存在が確認できていない。

この紛失された 1 冊のノートには,吉阪の留学期間であ

るマルセイユへ向う船に乗船する 1950 年 8 月 23日から

日本に帰国する 1952 年 11 月 21 日注 6)のうち，1952 年 7

月 30 日から帰国までの約 4 ヶ月間が記されていると思

われる。 

1.3.2 挿入資料の概要 

 在仏日記内の挿入資料は,1 冊目 36 資料,２冊目 22 資

料,３冊目 24 資料,４冊目 137 資料の計 219 の独立した

紙片等からなる。その内容は手紙やメモ,スケッチ,切符

など多岐に渡り,当時の吉阪やアトリエ ル・コルビュジ

エの様子を知る上で重要な資料となる。

図 1-2 吉阪隆正在仏日記表紙 図 1-3 在仏日記本文の例（右頁 1951/3/24,25, 左頁 1952/3/24,25） 

表 1-1 吉阪隆正在仏日記概要表 

図 1-4 挿入資料例 
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級資料でもある。 

以上の事から本研究では, 吉阪自身の活動のありよ

うを軸として,アトリエ ル・コルビュジエの従事者との

関係を再検討し,新たな事実を抽出した。また特に彼の留

学期に形成された普遍的集住観について検討し,在仏期

間が吉阪に与えた影響を考察した。 

図1-1 アトリエ ル・コルビュジエの仲間と。一番右がインドの

Balkrishna.V.Doshi。座っているのが,ギリシアのIannis.Xenakis。

（吉阪隆正アーカイブ早稲田大学蔵より。以下掲載図版は特記なき

限りは全て同アーカイブからである。） 

1.2 先行研究と本研究との関係 

●吉阪在仏期に関係する既往研究

吉阪の在仏期に関して,自筆の言説を取りまとめた吉

阪隆正集の他に,吉阪の書簡等を対象として,在仏期の活

動の復元を試みた論文が見られる。いずれの論文でも在

仏日記の全体的な紹介はなされておらず,本研究では在

仏日記から新たな視座を獲得する事を目指した。注 4） 

・吉阪隆正集全 17巻,勁草書房,1985

吉阪没後に彼の教え子を中心に編まれたものであり,

吉阪の基礎文献である。各巻ごとのテーマにそって,主に

公刊された 498 本の文献と資料類を再録している。吉

阪の在仏日記もテーマに従って断片的に紹介されている

が,その全体は未収録である。 

・倉方俊輔,山名善之「吉阪隆正の住宅・都市理念に関す

る研究」,住宅総合研究財団研究論文集 34 巻,pp.361-

372,2008  

当論文は吉阪隆正の早稲田大学入学（1938 年）から渡

仏後（1952 年）までの彼の住宅・都市理念の変遷を扱っ

ている。渡仏前は論文・著作・コンペ案を参考資料とし,

在仏時については,吉阪隆正が妻に宛てた書簡や吉阪隆

正の著書を参考資料とした。当時吉阪家に保管されてい

た旧蔵資料を総覧した点,吉阪の建築思想の変遷が通覧

的に扱われた点に大きな意義がある。しかしながら,本研

究で扱う吉阪隆正の在仏日記は当時の閲覧上の制約もあ

り,資料として直接的に参照されていない。 

また当論文はアトリエ内の交流関係において,ル・コ

ルビュジエから受けた影響を中心としてのみ論じている。 

対して本研究では,在仏日記全体を対象とし,アトリ

エ内外の吉阪のより広い人的・文化的交流を明らかにし

た。 

・倉方俊輔『吉阪隆正とル・コルビュジエ』,王国社,2005 

当文献は上記論文の対象時期に加えて,帰国後の建築

活動まで扱っている。その内容は吉阪隆正の活動におけ

る建築作品や建築理論,さらにル・コルビュジエからの影

響を中心として紹介し,論じた。本研究と,場所と時期が

重複する重要参考文献である。ただし,同著者の上記論文

と同じく,本研究が対象とする在仏日記の記述内容は,部

分的な紹介にとどまっている。 

●吉阪在仏日記内記述を直接的に参照した既往研究

本研究の対象資料である在仏日記を直接的に参照した

既往研究も一件見られる。アトリエ ル・コルビュジエ内

での吉阪の担当プロジェクトの特定を目的として利用さ

れており,膨大な在仏日記記述の一部分を紹介するもの

である。本研究では悉皆的な記述の解読を行い,アトリエ

外まで含めた留学の全貌を明らかにした。 

・福田京,島崎絵里,谷川大輔,山名義之「アトリエ・ル・

コルビュジエにおける吉阪隆正のプロジェクト担当箇所

の特定と考察－設計図面及び日記の調査をとおして－」,

日本建築学会大会講演梗概集,2008 

当論文は,ル・コルビュジエ財団（ Fondation Le 

Corbusier,以降 FLC）に保管されている設計図面と在仏

日記を対象資料として,吉阪がアトリエ ル・コルビュジ

エ在籍時に進行していたプロジェクトにおける,吉阪の

担当箇所を特定している。設計図面の作成者情報等を網

羅的に整理し,在仏日記から抽出した設計に関する記述

と照合することで,それまで判明していなかった担当箇

所を特定したことに意義がある。当論文において在仏日

記は,設計図面から判明した情報が不足している場合に

参照する補助的な役割を果たしており,設計の思索内容

などについては論じられていない。また,在仏日記の解読

についても,アトリエに関係のない文章については未完

了である。そのため本研究では,日記帳を網羅的に解読し,

その上で吉阪仏留学の側面としてアトリエ ル・コルビュ

ジエ関係の経験と同等に,吉阪の旅や個人的学習・文化交

流などに着目した。 

1.3 対象資料について 

 本研究の対象とする資料は,吉阪隆正が留学期間中に

記した日記帳全 4 冊である。本資料は,2015 年に吉阪家

資料が早稲田大学に寄贈されるまで,別所蔵先にあり未

公開であった。現在は早稲田大学建築学科を通じて,閲

覧可能となっているが,2021 年に本組織が解読を開始す

るまではその書誌学的分析・悉皆的読解については，手

つかずの状態であった。日記帳には頁間に挟み込まれた

た資料（以降,挿入資料）が存在するが,これも日記帳の

重要な要素として認め,研究を行なった。以下に「在仏日

記」と「挿入資料」のそれぞれについてその概要を記す。 

1.3.1 在仏日記の概要 

 在仏日記は 1950 年 8 月 23日から 1952 年 7 月 29 日ま

での 707 日間の期間に記された物である。その期間のう

ち,記録が残された日は,約 84％の 594 日間であり,113

日は未筆であった。見開きの右側頁に初年度分を書き,左

側頁に翌年の同月日分を書く「2 年連用日記」という方

法を取っている（表１−１）。 

また,吉阪は留学期に A4 判大学ノート 3 冊と,フラン

スで購入した B5 判ノート 2 冊に日記を残した事が参考

文献より分かっており注 5),本研究の対象資料は最後の期

間を記した 1 冊を除く 4冊に当たる。先行研究文 1)（2007

年公開）より「（前略）留学中の日記は A4ノート３冊,B5

ノート２冊であるが,2008 年 2 月現在,1952 年 7 月 28 日

から帰国までを記した B5 ノート１冊が紛失している」

と指摘されており,現在もその存在が確認できていない。

この紛失された 1 冊のノートには,吉阪の留学期間であ

るマルセイユへ向う船に乗船する 1950 年 8 月 23日から

日本に帰国する 1952 年 11 月 21 日注 6)のうち，1952 年 7

月 30 日から帰国までの約 4 ヶ月間が記されていると思

われる。 

1.3.2 挿入資料の概要 

 在仏日記内の挿入資料は,1 冊目 36 資料,２冊目 22 資

料,３冊目 24 資料,４冊目 137 資料の計 219 の独立した

紙片等からなる。その内容は手紙やメモ,スケッチ,切符

など多岐に渡り,当時の吉阪やアトリエ ル・コルビュジ

エの様子を知る上で重要な資料となる。

図 1-2 吉阪隆正在仏日記表紙 図 1-3 在仏日記本文の例（右頁 1951/3/24,25, 左頁 1952/3/24,25） 

表 1-1 吉阪隆正在仏日記概要表 

図 1-4 挿入資料例 
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1.4 本研究の方法 

研究を始めるにあたり,まず対象資料の解読を開始し

た。在仏日記は手書きのため,慎重な読み下しが必要とな

った。この読み下し成果にもとづき,在仏日記と挿入資料

について調査及び整理を実施した。それぞれの詳細な方

法について以下に記す。 

1.4.1 資料の電子アーカイブ化 

在仏日記は,紙製のノートであり,経年による劣化が

心配された。研究を行う上で,スキャナーを用いて,全頁

の電子アーカイブ化を行なった。日記帳内に存在する挿

入資料も存在した頁数の情報が抜け落ちないように留意

した。 

1.4.2 対象資料の解読 

在仏日記の記述の読み下しを行った。全体に対する基

本的な解読を研究協力学生とともに行い,その上で難解

な記述や仏語による記録に対して,川上夏林氏（理論言語

学・フランス語学）による言語分析と,建築史的コンテク

スト分析の双方によってさらに読み下しを精査した。こ

れによって，これまで未検討であった日記の意味が認識

可能になる事を期待した。読み下しにはルール注 7)を設け,

その上で定期的に会合を持ち,解読結果の精査を進めた。 

1.4.3 在仏日記調査および整理 

上述した解読作業により獲得した基礎資料を，時系列

ならびに主題（カテゴリ）により，分析整理を行なった。

つまり，在仏日記の全体的な性格を把握するために,記述

内容をカテゴリに分類し,リスト化する事で整理を行な

った。日記に登場する記述の頻繁度によって,Aから Iの

カテゴリを設けた（表１-２）。日毎の記述内容から該当

するカテゴリに印をつけ,それを週毎に纏めた（表１-３）。

これにより日記帳が持つ記述の全体的な性格と,時期に

よる記述内容の変化が読み取れる事を期待した。また，

日記本文内に登場する人物名・地名・作品名等の固有名

詞については可能な限り網羅的に調査を行なった。 

1.4.4 挿入資料調査および整理 

挿入資料についても在仏日記と同様に,人物名・地名・

作品名等の固有名詞について網羅的に調査を行なった。

また,挿入資料の全体的な性格を把握するために,資料の

種類をカテゴリに分類し,リスト化する事で整理を行な

った。設けた 11 個のカテゴリーは以下の通り，①書簡,

②原稿,③領収書,④新聞切り抜き,⑤チケット,⑥パンフ

レット,⑦スケッチ,⑧メモ,⑨招待状,⑩メニュー表,⑪

その他とした。更に各資料の資料概要を作成し,印刷方法

等の媒体形式と併せて並列することでリスト化を行なっ

た。 

2. カテゴリ分析

2.1 在仏日記について 

2.1.1 日記カテゴリ分析による在仏日記の性格 

先の 1.4.3における日記のカテゴリ毎の記述数は降順

に,A：備忘録（559944 件),E：交友関係（448866件）,B：思索

（339944 件）,C：学習記録（336633 件）,H：アトリエ ル・コ

ルビュジエ計画進行（118899件）,G：アトリエ ル・コルビ

ュジエの従事者に関する記述（113344 件）,F：ル・コルビ

ュジエについて（111111件）,D：旅の印象（7766件）,I：ル・

コルビュジエの発言録（5533 件）となっている。必ず書か

れている備忘録を除けば,交友関係が最も多く,吉阪の人

物交流の多さが窺える。アトリエ ル・コルビュジエに関

係する記述（H＋G＋F＋I）も 448877件と多く,本研究の目的

の一つである,アトリエ ル・コルビュジエの様子や従事

者たちの交流を見るために十分有効な資料と言える。ま

た吉阪の留学活動を「仕事・学習」「交友関係」「旅」と

捉えると,いずれの項目においてもアトリエ外の活動が

多い（表２-１）。よって,本資料はアトリエ内での吉阪の

活動と同等に,アトリエ外での活動を知り得る資料とし

ても有効であると言える。 

2.1.2 記述内容の推移 

ル・コルビュジエ関係に関する記述の推移を見ると,

後期に向かうにつれて,減少傾向にある事が分かる。対

して思索の記述は一貫して続いている。また,既往研究文

3）によると,留学後期に向けて,住居学等を発展させる目

的の旅を多く行っていた事から,吉阪の関心の推移が伺

える。 

更に,ル・コルビュジエ関係の記述の中でも,計画進行

に関する推移では《〈ロク〉と〈ロブ〉》注 8）と《ストラス

ブブルグ 800戸のための設計競技》,《マルセイユ・ユニ

テ・ダビタシオン》の担当時期に記述が増加している事

が分かり,対して《ナント・ユニテ・ダビタシオン》注 9）

の担当時期には顕著に記述が減少している。《ナント・ユ

ニテ・ダビタシオン》における吉阪の仕事はその多くが

表 1-2 在仏日記カテゴリ表 

A

B

C

D

E

カテゴリ 内容

備忘録 寝食の記録等の日常的な記述

思索 思う・考える

学習記録 読書・映画・展覧会等の記録

旅の印象 旅路の景色等の記録

交友関係 吉阪のあらゆる交友関係

ル・コルビュジエ
について ル・コルビュジエに関する意見等

アトリエ ル・コル
ビュジエの従事者
に関する記述

アトリエ ル・コルビュジエ
従事者らとの交流等

アトリエ ル・コル
ビュジエ計画進行 アトリエにおける計画進行の記録

ル・コルビュジエ
の発言録

ル・コルビュジエの発言に
関する意見等

カテゴリ 内容

F

G

H

I

仕事・学習
交友関係
旅

アトリエ外 アトリエ関係
363 (C) 176 (H)
353(E-G) 133 (G)
62 14

表 2-1 在仏日記記述内容分析表 

A
B
C
D
E

カテゴリ 内容
備忘録 寝食の記録等の日常的な記述
思索 思う・考える
学習記録 読書・映画・展覧会等の記録
旅の印象 旅路の景色等の記録
交友関係 吉阪のあらゆる交友関係

L-C について L-C に関する意見等
A-L-C の弟子に
関する記述 弟子・同僚との交流等

A-L-C 計画進行 アトリエにおける計画進行の記録
L-C の発言録 L-C の発言に関する意見等

カテゴリ 内容
F
G

H
I

仕事・学習
交友関係
旅

アトリエ外 アトリエ関係
363 (C) 176 (H)
353(E-G) 133 (G)
62 14

基本計画ではなく,実施設計が主であり,記述内容も記録

的で議論を含まない事が多い。 

比較して計画進行の記録の多い三件のプロジェクト

については,同時に学習記録と交友関係,思索が増加して

いる。この事から吉阪が進行を多く記録したプロジェク

トにおいて自発的に多くの研究や学習を人物交流の中で

行なっていた事が判明する。特に《ストラスブルグ 800

戸のための設計競技》では,初期の計画段階から携われる

事に高い意欲を示している。それを裏付ける日記本文を

以下引用する。 

「「SSttrraassbboouurrgg のの基基本本計計画画をを進進めめるる,,考考ええてて見見るるとと日日本本とと同同

じじ位位小小ささいい,,アアメメリリカカのの例例をを持持つつてて来来るるととべべららぼぼううにに大大きき

いい,,今今パパリリーーのの大大部部分分のの人人のの住住んんででいいるる住住宅宅,,はは図図のの様様ななもも

のの,,家家族族はは夫夫婦婦にに子子供供 22～～33 人人便便所所ののなないいののかか多多いい,,便便所所はは

階階段段室室にに共共通通ででつついいてていいるる,,廊廊下下ののああるるののはは 33 室室ののもものののの

方方にに多多いい,,3300～～4400 ㎡㎡だだかからら日日本本とといいゝゝ勝勝負負ででああるる，，

HHuummaanniittééににはは一一室室住住居居,,子子供供６６人人のの例例がが1111区区にに多多いいととああつつ

たた,,ねねるる時時はは部部屋屋のの眞眞中中にに机机をを置置いいてて右右はは女女左左はは男男ととすするる

ののだだそそううだだ,,BBeeddががななけけれれはは床床のの上上ににねねるるののだだとと,,AArriissのの所所

はは一一室室でで 44 人人,,民民家家のの調調べべををししてていいててもも決決ししてて日日本本よよりりよよ

いいとといいええなないい,,畳畳ののなないいだだけけいいけけなないい,,」」（（在在仏仏日日記記11995511//33//88））  

「「SSttrraassbboouurrgg にに 1100hhaa 程程のの敷敷地地にに 880000 戸戸をを入入れれるる計計画画のの

ccoonnccoouurrss あありり,,77 月月 11 日日をを期期限限ととすす,,ここれれにに過過去去 2200 年年のの業業

績績をを集集中中ししたたととののこことと,,ままととままつつたた一一つつのの BBlloocc のの全全体体計計画画,,

（（見見積積にに至至るるままでで））をを行行うう機機会会ににぶぶつつかかつつたたここととはは何何とといい

うう幸幸運運ででああろろうう。。」」（（在在仏仏日日記記11995511//22//1177））  

更に,アトリエ従事者たちと計画敷地に赴くなど,能動

的に学習を行なった記述が見られる事等からも,この計

画への高い関心が伺え,記述内容の推移との相関が理解

できる注 10）。

2.2 挿入資料について 

2.2.1 カテゴリ分析による挿入資料の性格 

先の 1.4.4 におけるカテゴリ毎の資料数は降順に,⑧

メモ（4455件）,⑪その他（4411件）,③領収書（3311件）,①

書簡（3300件）,⑤チケット（2277件）,⑥パンフレット（1188

件）,⑦スケッチ（1144 件）,④新聞切り抜き（1111件）,⑨

招待状（99件）,⑩メニュー表（88件）,②原稿（33 件）と

なっている。カテゴリ件数の総和が 223377件となっており,

これが挿入資料の資料数 221199 件を超えているのは,一つ

の資料で２つのカテゴリに属する資料が複数存在するか

らである。（パンフレットの上にスケッチが書かれている

資料は⑥⑦両方のカテゴリに属するため。）メモが最も多

い事から,挿入資料は出来事に対してとっさにとった記

録を保存するために挟み込まれた資料としての性質が強

い事がわかる。 

これは挿入資料に描かれたスケッチに対しても同様

である。吉阪は留学中スケッチブックを日記とは別に持

ち歩いていた事は知られているが注 11）,それとは別のス

ケッチが挿入資料上に存在することになる。また，チケ

ット,パンフレット,新聞切り抜きは吉阪の留学における

日常的な活動を示すものである。 

2.2.2 挿入資料における各カテゴリ毎の特筆すべき資料

の紹介 

挿入資料は在仏日記と異なり,吉阪本人の記述を含ま

ないものが多い（電車のチケットなど）。したがって,本

項では,各カテゴリ毎に特徴ある資料を紹介する。 

【書簡】書簡の差し出し元は日本で交流のあった人物が

目立つ。その中には早稲田大学で交流のあった菊竹清訓

との関係が読み取れるものも存在した。また,アトリエ 

ル・コルビュジエの従事者達から書かれたものも散見さ

れた。 

【原稿】原稿は，「［日］安東勝男「浅草見番」の原稿」,

「［仏］吉阪隆正による安東勝男「浅草見番」の仏抄訳文」,

「［日］吉阪隆正執筆の,雑誌『国際建築』の寄稿文原稿」

の全 3 件であった。 

【領収書】領収書は吉阪が数多く行なった旅の際のホテ

ルの領収書が目立つ。またその他には,Velo Solexとい

う原動機付き自転車の部品修理領収書なども確認できた。 

【新聞切り抜き】《マルセイユ・ユニテ・ダビタシオン》

に関する記事の切り抜きが目立つ。日本語の新聞の切り

抜きも僅かに見られるが,殆どが仏語による新聞記事で

あった。フランス国内での最新の評価やそれを巡る工費

や戦災復興の進度などについて書かれており,吉阪の関

心が伺える。また,戦争に関する記事も見られ,中でも日

本のアメリカによる統治体制に関する記事注 12）などが確

認できた。 

【チケット】多くが公共交通の乗車券である。パリ市内

の物は見られず,殆どが旅に出た際のチケットであるこ

とから選択的に保存された事が分かる。また劇場や映画

館などの鑑賞チケットも多く確認できた。 

【パンフレット】ギャラリーや美術館などで展覧会を見

る事が多かった吉阪はその際のパンフレットを挿入資料

として残している。吉阪の日記帳内には展覧会の名前の

みが記されている事が多く,吉阪が鑑賞した具体的な作

品を知る事ができる重要な資料と言える。 

【スケッチ】挿入資料としてのスケッチは紙切れに描か

れたものが多く,その対象は殆どが人物であった。 

【メモ】人物名や講演の内容,住所など内容は多岐に渡る。

資料の媒体形式も紙切れの場合もあれば,タバコのパッ

ケージや広告などの裏紙というように多様である。どれ

もその時に手元にあった紙類に即座にメモした印象を受

ける。 
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1.4 本研究の方法 

研究を始めるにあたり,まず対象資料の解読を開始し

た。在仏日記は手書きのため,慎重な読み下しが必要とな

った。この読み下し成果にもとづき,在仏日記と挿入資料

について調査及び整理を実施した。それぞれの詳細な方

法について以下に記す。 

1.4.1 資料の電子アーカイブ化 

在仏日記は,紙製のノートであり,経年による劣化が

心配された。研究を行う上で,スキャナーを用いて,全頁

の電子アーカイブ化を行なった。日記帳内に存在する挿

入資料も存在した頁数の情報が抜け落ちないように留意

した。 

1.4.2 対象資料の解読 

在仏日記の記述の読み下しを行った。全体に対する基

本的な解読を研究協力学生とともに行い,その上で難解

な記述や仏語による記録に対して,川上夏林氏（理論言語

学・フランス語学）による言語分析と,建築史的コンテク

スト分析の双方によってさらに読み下しを精査した。こ

れによって，これまで未検討であった日記の意味が認識

可能になる事を期待した。読み下しにはルール注 7)を設け,

その上で定期的に会合を持ち,解読結果の精査を進めた。 

1.4.3 在仏日記調査および整理 

上述した解読作業により獲得した基礎資料を，時系列

ならびに主題（カテゴリ）により，分析整理を行なった。

つまり，在仏日記の全体的な性格を把握するために,記述

内容をカテゴリに分類し,リスト化する事で整理を行な

った。日記に登場する記述の頻繁度によって,Aから Iの

カテゴリを設けた（表１-２）。日毎の記述内容から該当

するカテゴリに印をつけ,それを週毎に纏めた（表１-３）。

これにより日記帳が持つ記述の全体的な性格と,時期に

よる記述内容の変化が読み取れる事を期待した。また，

日記本文内に登場する人物名・地名・作品名等の固有名

詞については可能な限り網羅的に調査を行なった。 

1.4.4 挿入資料調査および整理 

挿入資料についても在仏日記と同様に,人物名・地名・

作品名等の固有名詞について網羅的に調査を行なった。

また,挿入資料の全体的な性格を把握するために,資料の

種類をカテゴリに分類し,リスト化する事で整理を行な

った。設けた 11 個のカテゴリーは以下の通り，①書簡,

②原稿,③領収書,④新聞切り抜き,⑤チケット,⑥パンフ

レット,⑦スケッチ,⑧メモ,⑨招待状,⑩メニュー表,⑪

その他とした。更に各資料の資料概要を作成し,印刷方法

等の媒体形式と併せて並列することでリスト化を行なっ

た。 

2. カテゴリ分析

2.1 在仏日記について 

2.1.1 日記カテゴリ分析による在仏日記の性格 

先の 1.4.3における日記のカテゴリ毎の記述数は降順

に,A：備忘録（559944 件),E：交友関係（448866件）,B：思索

（339944 件）,C：学習記録（336633 件）,H：アトリエ ル・コ

ルビュジエ計画進行（118899件）,G：アトリエ ル・コルビ

ュジエの従事者に関する記述（113344 件）,F：ル・コルビ

ュジエについて（111111件）,D：旅の印象（7766件）,I：ル・

コルビュジエの発言録（5533 件）となっている。必ず書か

れている備忘録を除けば,交友関係が最も多く,吉阪の人

物交流の多さが窺える。アトリエ ル・コルビュジエに関

係する記述（H＋G＋F＋I）も 448877件と多く,本研究の目的

の一つである,アトリエ ル・コルビュジエの様子や従事

者たちの交流を見るために十分有効な資料と言える。ま

た吉阪の留学活動を「仕事・学習」「交友関係」「旅」と

捉えると,いずれの項目においてもアトリエ外の活動が

多い（表２-１）。よって,本資料はアトリエ内での吉阪の

活動と同等に,アトリエ外での活動を知り得る資料とし

ても有効であると言える。 

2.1.2 記述内容の推移 

ル・コルビュジエ関係に関する記述の推移を見ると,

後期に向かうにつれて,減少傾向にある事が分かる。対

して思索の記述は一貫して続いている。また,既往研究文

3）によると,留学後期に向けて,住居学等を発展させる目

的の旅を多く行っていた事から,吉阪の関心の推移が伺

える。 

更に,ル・コルビュジエ関係の記述の中でも,計画進行

に関する推移では《〈ロク〉と〈ロブ〉》注 8）と《ストラス

ブブルグ 800戸のための設計競技》,《マルセイユ・ユニ

テ・ダビタシオン》の担当時期に記述が増加している事

が分かり,対して《ナント・ユニテ・ダビタシオン》注 9）

の担当時期には顕著に記述が減少している。《ナント・ユ

ニテ・ダビタシオン》における吉阪の仕事はその多くが

表 1-2 在仏日記カテゴリ表 

A

B

C

D

E

カテゴリ 内容

備忘録 寝食の記録等の日常的な記述

思索 思う・考える

学習記録 読書・映画・展覧会等の記録

旅の印象 旅路の景色等の記録

交友関係 吉阪のあらゆる交友関係

ル・コルビュジエ
について ル・コルビュジエに関する意見等

アトリエ ル・コル
ビュジエの従事者
に関する記述

アトリエ ル・コルビュジエ
従事者らとの交流等

アトリエ ル・コル
ビュジエ計画進行 アトリエにおける計画進行の記録

ル・コルビュジエ
の発言録

ル・コルビュジエの発言に
関する意見等

カテゴリ 内容

F

G

H

I

仕事・学習
交友関係
旅

アトリエ外 アトリエ関係
363 (C) 176 (H)
353(E-G) 133 (G)
62 14

表 2-1 在仏日記記述内容分析表 

A
B
C
D
E

カテゴリ 内容
備忘録 寝食の記録等の日常的な記述
思索 思う・考える
学習記録 読書・映画・展覧会等の記録
旅の印象 旅路の景色等の記録
交友関係 吉阪のあらゆる交友関係

L-C について L-C に関する意見等
A-L-C の弟子に
関する記述 弟子・同僚との交流等

A-L-C 計画進行 アトリエにおける計画進行の記録
L-C の発言録 L-C の発言に関する意見等

カテゴリ 内容
F
G

H
I

仕事・学習
交友関係
旅

アトリエ外 アトリエ関係
363 (C) 176 (H)
353(E-G) 133 (G)
62 14

基本計画ではなく,実施設計が主であり,記述内容も記録

的で議論を含まない事が多い。 

比較して計画進行の記録の多い三件のプロジェクト

については,同時に学習記録と交友関係,思索が増加して

いる。この事から吉阪が進行を多く記録したプロジェク

トにおいて自発的に多くの研究や学習を人物交流の中で

行なっていた事が判明する。特に《ストラスブルグ 800

戸のための設計競技》では,初期の計画段階から携われる

事に高い意欲を示している。それを裏付ける日記本文を

以下引用する。 

「「SSttrraassbboouurrgg のの基基本本計計画画をを進進めめるる,,考考ええてて見見るるとと日日本本とと同同

じじ位位小小ささいい,,アアメメリリカカのの例例をを持持つつてて来来るるととべべららぼぼううにに大大きき

いい,,今今パパリリーーのの大大部部分分のの人人のの住住んんででいいるる住住宅宅,,はは図図のの様様ななもも

のの,,家家族族はは夫夫婦婦にに子子供供 22～～33 人人便便所所ののなないいののかか多多いい,,便便所所はは

階階段段室室にに共共通通ででつついいてていいるる,,廊廊下下ののああるるののはは 33 室室ののもものののの

方方にに多多いい,,3300～～4400 ㎡㎡だだかからら日日本本とといいゝゝ勝勝負負ででああるる，，

HHuummaanniittééににはは一一室室住住居居,,子子供供６６人人のの例例がが1111区区にに多多いいととああつつ

たた,,ねねるる時時はは部部屋屋のの眞眞中中にに机机をを置置いいてて右右はは女女左左はは男男ととすするる

ののだだそそううだだ,,BBeeddががななけけれれはは床床のの上上ににねねるるののだだとと,,AArriissのの所所

はは一一室室でで 44 人人,,民民家家のの調調べべををししてていいててもも決決ししてて日日本本よよりりよよ

いいとといいええなないい,,畳畳ののなないいだだけけいいけけなないい,,」」（（在在仏仏日日記記11995511//33//88））  

「「SSttrraassbboouurrgg にに 1100hhaa 程程のの敷敷地地にに 880000 戸戸をを入入れれるる計計画画のの

ccoonnccoouurrss あありり,,77 月月 11 日日をを期期限限ととすす,,ここれれにに過過去去 2200 年年のの業業

績績をを集集中中ししたたととののこことと,,ままととままつつたた一一つつのの BBlloocc のの全全体体計計画画,,

（（見見積積にに至至るるままでで））をを行行うう機機会会ににぶぶつつかかつつたたここととはは何何とといい

うう幸幸運運ででああろろうう。。」」（（在在仏仏日日記記11995511//22//1177））  

更に,アトリエ従事者たちと計画敷地に赴くなど,能動

的に学習を行なった記述が見られる事等からも,この計

画への高い関心が伺え,記述内容の推移との相関が理解

できる注 10）。

2.2 挿入資料について 

2.2.1 カテゴリ分析による挿入資料の性格 

先の 1.4.4 におけるカテゴリ毎の資料数は降順に,⑧

メモ（4455件）,⑪その他（4411件）,③領収書（3311件）,①

書簡（3300件）,⑤チケット（2277件）,⑥パンフレット（1188

件）,⑦スケッチ（1144 件）,④新聞切り抜き（1111件）,⑨

招待状（99件）,⑩メニュー表（88件）,②原稿（33 件）と

なっている。カテゴリ件数の総和が 223377件となっており,

これが挿入資料の資料数 221199 件を超えているのは,一つ

の資料で２つのカテゴリに属する資料が複数存在するか

らである。（パンフレットの上にスケッチが書かれている

資料は⑥⑦両方のカテゴリに属するため。）メモが最も多

い事から,挿入資料は出来事に対してとっさにとった記

録を保存するために挟み込まれた資料としての性質が強

い事がわかる。 

これは挿入資料に描かれたスケッチに対しても同様

である。吉阪は留学中スケッチブックを日記とは別に持

ち歩いていた事は知られているが注 11）,それとは別のス

ケッチが挿入資料上に存在することになる。また，チケ

ット,パンフレット,新聞切り抜きは吉阪の留学における

日常的な活動を示すものである。 

2.2.2 挿入資料における各カテゴリ毎の特筆すべき資料

の紹介 

挿入資料は在仏日記と異なり,吉阪本人の記述を含ま

ないものが多い（電車のチケットなど）。したがって,本

項では,各カテゴリ毎に特徴ある資料を紹介する。 

【書簡】書簡の差し出し元は日本で交流のあった人物が

目立つ。その中には早稲田大学で交流のあった菊竹清訓

との関係が読み取れるものも存在した。また,アトリエ 

ル・コルビュジエの従事者達から書かれたものも散見さ

れた。 

【原稿】原稿は，「［日］安東勝男「浅草見番」の原稿」,

「［仏］吉阪隆正による安東勝男「浅草見番」の仏抄訳文」,

「［日］吉阪隆正執筆の,雑誌『国際建築』の寄稿文原稿」

の全 3 件であった。 

【領収書】領収書は吉阪が数多く行なった旅の際のホテ

ルの領収書が目立つ。またその他には,Velo Solexとい

う原動機付き自転車の部品修理領収書なども確認できた。 

【新聞切り抜き】《マルセイユ・ユニテ・ダビタシオン》

に関する記事の切り抜きが目立つ。日本語の新聞の切り

抜きも僅かに見られるが,殆どが仏語による新聞記事で

あった。フランス国内での最新の評価やそれを巡る工費

や戦災復興の進度などについて書かれており,吉阪の関

心が伺える。また,戦争に関する記事も見られ,中でも日

本のアメリカによる統治体制に関する記事注 12）などが確

認できた。 

【チケット】多くが公共交通の乗車券である。パリ市内

の物は見られず,殆どが旅に出た際のチケットであるこ

とから選択的に保存された事が分かる。また劇場や映画

館などの鑑賞チケットも多く確認できた。 

【パンフレット】ギャラリーや美術館などで展覧会を見

る事が多かった吉阪はその際のパンフレットを挿入資料

として残している。吉阪の日記帳内には展覧会の名前の

みが記されている事が多く,吉阪が鑑賞した具体的な作

品を知る事ができる重要な資料と言える。 

【スケッチ】挿入資料としてのスケッチは紙切れに描か

れたものが多く,その対象は殆どが人物であった。 

【メモ】人物名や講演の内容,住所など内容は多岐に渡る。

資料の媒体形式も紙切れの場合もあれば,タバコのパッ

ケージや広告などの裏紙というように多様である。どれ

もその時に手元にあった紙類に即座にメモした印象を受

ける。 
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表 1-3 在仏日記記述内容リスト（週毎）

ReR:

MUH: 

NRe: 

:

 Roq  et Rob  

L’Unité d’Hanbitation à
Marseille

Unité d'Habitation de
Nantes-Rezé

 Maison Jaoul

à Cap
Martin (Méditerranée). Les
lotissements des bords de mer 1949

 1946-52

 1952/53

 à
Neuilly-sur-Seine 1952/53, etc.

【招待状】吉阪は複数の団体から招待を受けていた。そ

の中でもパリ国際大学都市関係注 13）の会議への招待が多

く見られる。在外国ベトナム人留学生会主催の講演会注 14）

や考古学,都市計画に関する会議注 15）などに招待を受け

ている。 

【メニュー表】日本からマルセイユに向かう船中でのレ

ストランのメニュー表やオルセー宮のメニュー表などが

確認できた。 

3. 考察

本考察ではアトリエ ル・コルビュジエ内の活動のみ

ならず,アトリエ外を含む広域な活動に対して考察を行

った。先行研究の全ては目的的に日記帳を参照している

が,本研究では悉皆的な解読によって新たな発見を期待

した。 

3.1 吉阪隆正仏留学時の人的ネットワーク 

本節では,留学期間を通して繰り広げられた吉阪の人

的ネットワークの概要を明らかにした。吉阪は日記が書

かれた全 594日の内,486日に交友関係に関する記述があ

る事からも分かる様に,多様な分野の人物と頻繁に交流

している。その交流は大きく三つに分類する事ができ,こ

こでは,そのそれぞれについて考察を行う。 

１）アトリエ ル・コルビュジエ従事者・関係者との交流 

本考察を始めるにあたり,アトリエ従事者の定義を明

らかにしておく必要がある。本研究では,先行研究文 1）内

「アトリエ所員名簿」（p.142）に名前の載っている人物

と,ル・コルビュジエが直接的に執筆に関わった２つの書

籍文 5）文 6）に記された人物を従事者とした。 

その上で,在仏日記と挿入資料（例：図３-１）注 16）か

らは,①従事者 2222 名と,②上記記録には名前が残ってい

ないが,日記本文などから従事者としての性質が新たに

認められた人物６６名と,③アトリエへの直接的な関与は

認められないが,複数のアトリエ従事者との重要な交流

が認められた人物１１名との吉阪の交流が発見された。

（表３-１） 

計 29名の人物はフランス,ギリシャ,トルコ,コロンビ

ア,インド,スイス,ウルグアイ,ポルトガル,パナマ,韓国

の 10カ国から集まっており,当時のアトリエ従事者らの

多国籍性が窺える。以下,代表的な人物について解読した

日記より紹介する。 

吉阪との交流の記録が突出して多いアトリエ従事者

は,28 日間注 17）記録された建築家・Balkrishna V. Doshi

（1927-2023, インド）,25 日間注 18）記録された建築家・

現代音楽家 Iannis Xenakis（1922-2001, ギリシャ）,21

日間注 19）記録された建築家 Germán Samper Gnecco（1924-

2019, コロンビア）,19 日間注 20）記録された建築家

Aristoménis Provelenghios（1914-1999, ギリシャ）,18

日間注 21）記録された建築家 André Wogenscky（1916-2004, 

フランス）の 5名である。

吉阪が盛んに交流したアトリエ従事者の特徴として,

その出身が第二次世界大戦における被植民地であったり,

当時「第三世界」と呼ばれた地域の出身であることが指

摘できる。ただしフランス出身の André Wogensckyにつ

いては,当時のアトリエ内主任建築家であった事から事

務的な交流が多く,この限りでは無い。 

西欧列強出身では無い彼らとは公私共に盛んに交流

が行われた。Balkrishna V. Doshiと Iannis Xenakisと

は自転車でフランス国内を旅し注 22),Germán Samper 

Gnecco とはコロンビアの民家形態について聞き取り,住

居の形態について議論するなどしている注 23)。ま

た,Aristoménis Provelenghiosとは彼の自宅を複数回訪

問し,その過密状態に大久保を思い出してスケッチして

いる（図３-２）注 24）。更に彼らとはル・コルビュジエの

計画やモデュロール,CIAM に対する批判を盛んに行なっ

ている事が読み取れる注 25)。 

さらに,新たに吉阪との交流から従事者としての性質

が認められた６６名（表３-１内②）は, Noël（詳細不明）
注 26）, Mme Jeanne（?,フランス）注 27）, charles barberis

（1888-1980,フランス）注 28）, Vedat Ali Dalokay（1927-

1991, トルコ）注 29）, Vieco（Hernán Vieco Sánchezか。）

（1924-2012, コロンビア）注 30）, Costantine Andréou

（1917-2007, ブラジル）注 31）である。  

この事から,アトリエ ル・コルビュジエの従事者とし

て既知の人物以外にも,在仏日記からは吉阪が,複数の人

物とアトリエ内,ならびにその周辺で交流している事が

判明した。 

加えて,従事者とは認められないものの,複数の従事

者との交流が見られる人物として（表３-１内③）,Claude 

Le Goas（1928-2007,フランス）が挙げられる。CEPAな

る団体の関係人物であり,アトリエ従事者 Germán Samper 

Gnecco,Roger Salmona,Valentiaらと共に CIAM批判など

を盛んに行っている注 32)。 

先行研究に記録されていない彼らは,アトリエ関係者

と断定することはできない。しかし，少なくとも数多く

の既知の従事者と交流し,議論した記録が在仏日記に存

在することから,アトリエ従事者，ひいてはアトリエ ル・

コルビュジエの活動とも互いに影響関係にあったと考え

ることができる。 

以上の事から, 書籍に記録の残るアトリエ従事者の

みを対象とする事では,アトリエ ル・コルビュジエにお

ける人的ネットワークを分析する上で完全ではなく,ネ

ットワークはそのアトリエ外にも広く展開していたと考

えたい。 

２）在仏日本人との交流

吉阪の日本人との交流は,同じフランス政府給費留学
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表 1-3 在仏日記記述内容リスト（週毎）

ReR:

MUH: 

NRe: 

:

 Roq  et Rob  

L’Unité d’Hanbitation à
Marseille

Unité d'Habitation de
Nantes-Rezé

 Maison Jaoul

à Cap
Martin (Méditerranée). Les
lotissements des bords de mer 1949

 1946-52

 1952/53

 à
Neuilly-sur-Seine 1952/53, etc.

【招待状】吉阪は複数の団体から招待を受けていた。そ

の中でもパリ国際大学都市関係注 13）の会議への招待が多

く見られる。在外国ベトナム人留学生会主催の講演会注 14）

や考古学,都市計画に関する会議注 15）などに招待を受け

ている。 

【メニュー表】日本からマルセイユに向かう船中でのレ

ストランのメニュー表やオルセー宮のメニュー表などが

確認できた。 

3. 考察

本考察ではアトリエ ル・コルビュジエ内の活動のみ

ならず,アトリエ外を含む広域な活動に対して考察を行

った。先行研究の全ては目的的に日記帳を参照している

が,本研究では悉皆的な解読によって新たな発見を期待

した。 

3.1 吉阪隆正仏留学時の人的ネットワーク 

本節では,留学期間を通して繰り広げられた吉阪の人

的ネットワークの概要を明らかにした。吉阪は日記が書

かれた全 594日の内,486日に交友関係に関する記述があ

る事からも分かる様に,多様な分野の人物と頻繁に交流

している。その交流は大きく三つに分類する事ができ,こ

こでは,そのそれぞれについて考察を行う。 

１）アトリエ ル・コルビュジエ従事者・関係者との交流 

本考察を始めるにあたり,アトリエ従事者の定義を明

らかにしておく必要がある。本研究では,先行研究文 1）内

「アトリエ所員名簿」（p.142）に名前の載っている人物

と,ル・コルビュジエが直接的に執筆に関わった２つの書

籍文 5）文 6）に記された人物を従事者とした。 

その上で,在仏日記と挿入資料（例：図３-１）注 16）か

らは,①従事者 2222 名と,②上記記録には名前が残ってい

ないが,日記本文などから従事者としての性質が新たに

認められた人物６６名と,③アトリエへの直接的な関与は

認められないが,複数のアトリエ従事者との重要な交流

が認められた人物１１名との吉阪の交流が発見された。

（表３-１） 

計 29名の人物はフランス,ギリシャ,トルコ,コロンビ

ア,インド,スイス,ウルグアイ,ポルトガル,パナマ,韓国

の 10カ国から集まっており,当時のアトリエ従事者らの

多国籍性が窺える。以下,代表的な人物について解読した

日記より紹介する。 

吉阪との交流の記録が突出して多いアトリエ従事者

は,28 日間注 17）記録された建築家・Balkrishna V. Doshi

（1927-2023, インド）,25 日間注 18）記録された建築家・

現代音楽家 Iannis Xenakis（1922-2001, ギリシャ）,21

日間注 19）記録された建築家 Germán Samper Gnecco（1924-

2019, コロンビア）,19 日間注 20）記録された建築家

Aristoménis Provelenghios（1914-1999, ギリシャ）,18

日間注 21）記録された建築家 André Wogenscky（1916-2004, 

フランス）の 5名である。

吉阪が盛んに交流したアトリエ従事者の特徴として,

その出身が第二次世界大戦における被植民地であったり,

当時「第三世界」と呼ばれた地域の出身であることが指

摘できる。ただしフランス出身の André Wogensckyにつ

いては,当時のアトリエ内主任建築家であった事から事

務的な交流が多く,この限りでは無い。 

西欧列強出身では無い彼らとは公私共に盛んに交流

が行われた。Balkrishna V. Doshiと Iannis Xenakisと

は自転車でフランス国内を旅し注 22),Germán Samper 

Gnecco とはコロンビアの民家形態について聞き取り,住

居の形態について議論するなどしている注 23)。ま

た,Aristoménis Provelenghiosとは彼の自宅を複数回訪

問し,その過密状態に大久保を思い出してスケッチして

いる（図３-２）注 24）。更に彼らとはル・コルビュジエの

計画やモデュロール,CIAM に対する批判を盛んに行なっ

ている事が読み取れる注 25)。 

さらに,新たに吉阪との交流から従事者としての性質

が認められた６６名（表３-１内②）は, Noël（詳細不明）
注 26）, Mme Jeanne（?,フランス）注 27）, charles barberis

（1888-1980,フランス）注 28）, Vedat Ali Dalokay（1927-

1991, トルコ）注 29）, Vieco（Hernán Vieco Sánchezか。）

（1924-2012, コロンビア）注 30）, Costantine Andréou

（1917-2007, ブラジル）注 31）である。  

この事から,アトリエ ル・コルビュジエの従事者とし

て既知の人物以外にも,在仏日記からは吉阪が,複数の人

物とアトリエ内,ならびにその周辺で交流している事が

判明した。 

加えて,従事者とは認められないものの,複数の従事

者との交流が見られる人物として（表３-１内③）,Claude 

Le Goas（1928-2007,フランス）が挙げられる。CEPAな

る団体の関係人物であり,アトリエ従事者 Germán Samper 

Gnecco,Roger Salmona,Valentiaらと共に CIAM 批判など

を盛んに行っている注 32)。 

先行研究に記録されていない彼らは,アトリエ関係者

と断定することはできない。しかし，少なくとも数多く

の既知の従事者と交流し,議論した記録が在仏日記に存

在することから,アトリエ従事者，ひいてはアトリエ ル・

コルビュジエの活動とも互いに影響関係にあったと考え

ることができる。 

以上の事から, 書籍に記録の残るアトリエ従事者の

みを対象とする事では,アトリエ ル・コルビュジエにお

ける人的ネットワークを分析する上で完全ではなく,ネ

ットワークはそのアトリエ外にも広く展開していたと考

えたい。 

２）在仏日本人との交流

吉阪の日本人との交流は,同じフランス政府給費留学
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生として留学を果たした5名注 33)を始めとして,パリ国際

大学都市内で多くの議論をした記録が目立つ。彼らとは

異なる専門分野から相互に多くの意見交換を行なってい

た。その内容は私的相談から哲学,戦争,日本文化,装飾論,

同性愛,住生活など多岐に渡る。 

吉阪と交流のあった在仏日本人は各々が多様な専門

を持っていた。桶谷繁雄（1910-1983）を始めとした科学

者や,北本治（1911-1998）のような医者,後に吉阪の作品

の依頼主になる数学者である浦太郎（1920-）などが見ら

れる。更に交流の中で目立って見られるのは,画家との交

流である。幼少期からの付き合いである荻須高徳（1901-

1986）や金山康喜（1926-1959）,田渕安一（1921-2009）,

斎藤英一（生没年不明）らと交流し,触発されて油絵を描

くなどしている。注 34） 

さ ら に 吉 阪 は 留 学 中 , 午 前 中 に 国 立 図 書 館

（Biblioteque Nationale）を訪ね,フランス民家調査な

どの調べ物をし,午後アトリエにて仕事に努め,夕刻住ま

いに戻って,日本人らと議論をするという生活スタイル

を高い頻度で取っている注 35）。この事からも,吉阪にとっ

て,日本人との交流が留学生活の大きな部分として存在

した事が分かる。 

３）在仏アジア人としての活動

在仏アジア人として,アジア等の西欧以外の出身者と

の交流も多く見られる。中でも在外国ベトナム人留学生

協会（L'ASSOCIATION DES ÉTUDIANTS VIETNAMIENS A 

L'ÉTRANGER）との交流が見られる。吉阪は留学中,2度日

本の住まいに関する講演を行うが,一つが在外国ベトナ

ム人留学生協会主催の「日本の住まいと暮らし（Les

Habitations el les Modes de vie au Japon）」という

講演である。注 36） 

更には,偶然に出会った中国人と各国の情勢や政治的

立場,戦後社会について語っている。 

「「支支那那人人（（1100日日のの夜夜 cchhaalleett  dduu  ppaarrccでで知知りり会会つつたた））とと世世界界

情情勢勢ににつついいてて語語るる,,彼彼もも金金持持ででああつつたたがが,,日日本本のの戦戦でで11993377--4455

年年のの間間にに乏乏ししくくななつつたた,,だだかからら今今はは中中共共ににななつつててかかええつつてて喜喜

んんででいいるるとと,,支支那那はは中中共共ににななつつてて統統一一ががででききたたここととをを皆皆喜喜んん

ででいいるるそそししてて中中共共がが統統一一すするるにに到到つつたたののはは日日本本軍軍にによよつつてて,,

支支那那のの家家がが平平均均化化とといいううよよりり金金持持がが没没落落ししたたかかららだだとといいうう,,

そそししててヨヨーーロロッッパパのの運運命命ははああとと 5500 年年,,そそのの理理由由のの一一はは統統一一

ががででききなないいかからら,,ニニににはは植植民民地地をを近近くく失失つつててししままううかからら,,三三

ににはは機機械械がが既既にに古古くく,,生生産産力力のの低低下下ををままぬぬかかれれなないいかかららとといい

つつてていいたた,,アアメメリリカカににはは物物資資ののみみああつつてて眞眞のの文文化化財財ななききがが故故

ににももははややここゝゝでで何何かかをを生生みみ出出ささねねばば今今がが絶絶頂頂ででああるる,,従従つつてて

アアジジアアのの他他にになないいとと,,アアジジアアのの立立つつ為為ににはは日日本本とと支支那那ととがが一一

つつににななららななけけれればばいいけけなないいとといいつつたたらら,,そそのの通通りりだだとといいゝゝ,,

大大東東亜亜共共栄栄圏圏をを 11992255 年年ににそそののままゝゝ唱唱ええてていいたたらら実実現現ししたたろろ

ううかか,,11994433 年年でではは日日本本がが,,自自ららのの説説とと逆逆のの行行為為ををととつつたたああとと

図3-1 挿入資料No.4-103「アトリエル・コルビュジエ従事者からの寄

せ書き」Chandigarh訪問後に日本に帰国した吉阪宛への書簡で,総計11

名注３７）が執筆している。「メリークリスマス そろそろ戻っていること

でしょう。怠け者集団でごめんなさい。」(Jacques Michel) 

「Tanktaka,奥さんのこと覚えていた？幸せと成功がありますように。」

(Iannis Xenakis) 等。 

表3-1 吉阪在仏日記および挿入資料から判明したアトリエ 

ル・コルビュジエ における従事者ならびに関係者一覧 

Balkrisnas V. Doshi 28
Iannis Xenakis 25
Germán Samper Gnecco 21
Aristoménis Provelenghios 19
André Wogenscky 18
Fernand Gardien 11
Georges Sachinidis 8
Roger Salmona 7
André Maisonnier 7
Jacques Masson 6
Henri Brutaux Henri 6
Jacques Michel 6
walter jonas 5
Valentia 5
Nadir Afonso 4
Guy Lemarchands 4
Charles Clémot 3
Perez Chenis 2
Roger Andréini 1
Olek Kujawsky 1
stieler 1

0

Noël 7
Mme Jeanne 3
charles barberis 2
Vedat Ali Dalokay 2
Vieco Hernán Vieco Sánchez 1
Costantine Andréou 1

Claude Le Goas 7

だだかかららいいけけなないい,,ししかかしし共共栄栄圏圏ははつつくくるるべべききででああるるとと,,」」（（在在

仏仏日日記記11995500//1111//33））  

同様の在仏アジア人との交流が在仏日記内に複数件

見られ,フランスでの吉阪の意識にアジアへの視線が多

く存在した事が確認できる。 

3.2 第二次世界大戦後の普遍的集住観 

次に吉阪隆正が一貫して関心のあった「集住」につい

ての考察の展開を紹介する。在仏日記において吉阪は，

1951年 3月 10日,ストラスブルグで川の対岸にドイツを

見てこのように記録した。 

「「CCaatthh..をを見見にに行行ここううととししてて,,VVaalleennttiiaaにに会会うう,,共共ににRRhhiinnee川川

ままでで行行くく,,橋橋のの向向ははドドイイツツででああるる,,そそここままでで行行くく,,私私ににはは去去りり

難難いい気気持持ががすするる,,ここゝゝははよよくくここわわれれてていいるる,,SSttrraassbboouurrgg のの方方

ははももうう壊壊れれたたとといいうう感感じじははなないいののにに,,負負けけたたののがが悪悪いいののだだ,,

勝勝ててばば正正ししかかつつたたののだだとといいうう様様なな感感じじがが強強くくすするる,,国国境境ががああ

るるかかららいいけけなないいののだだ,,（（中中略略））CCaatthheeddrraalleeをを見見にに行行くく,,美美ししいい,,

ししかかししそそれれままででだだ,,私私ににはは住住宅宅のの方方がが感感銘銘ががああるる,,中中世世のの家家

はは何何故故美美ししいいののだだろろうう,,今今ここれれをを建建ててるる気気ははししなないい,,ししかかしし,,

ここのの美美ししくくななつつたた原原因因ををつつききととめめたたいい,,そそししてて美美ししいい町町をを村村

ををつつくくりりたたいい,,国国境境ををななくくささななけけれればばででききなないいここととだだろろううかか,,

貧貧乏乏のの克克服服がが国国境境ににわわざざわわいいさされれてていいるる日日本本,,」」（（在在仏仏日日記記

11995511//33//1100））  

上記の様に吉阪は留学時の経験を，第二次世界大戦後

の社会の一部として強い意識を持ってとらえている事が

在仏日記より盛んに読み取ることができる。また戦後社

会の中でも特に,戦後復興として要請されていた,集住計

画に強い関心を寄せている。以上の事より,本節では,第

二次世界大戦後の吉阪の持つ普遍的集住観に対して考察

を行った。 

吉阪が在室した当時のアトリエ ル・コルビュジエの仕

事は, 《マルセイユ・ユニテ・ダビタシオン》や《スト

ラスブルグ 800 戸のための設計競技》など,その多くが

集住の形を模索する物であった。この傾向は戦後社会の

要請の結果であり,必然的に吉阪も集住に関心を寄せる

事となった。このような背景の中で,吉阪の集住観はアト

リエ ル・コルビュジエ内のプロジェクトからの学習とフ

ランスの戦災復興都市の観察による学習という大きく二

つの経験によって形成されたと考えられる。 

吉阪が初めに向き合うことになる集住に関するプロジ

ェクトは《ストラスブルグ 800戸のための設計競技》で

ある。1951/2/17 から吉阪の仕事となったこのプロジェ

クトに注力している事が分かる。

「「SSttrraassbboouurrgg にに 1100hhaa 程程のの敷敷地地にに 880000 戸戸をを入入れれるる計計画画のの

ccoonnccoouurrssあありり,,77 月月 11 日日をを期期限限ととすす,,ここれれにに過過去去 2200 年年のの業業績績

をを集集中中ししたたととののこことと,,ままととままつつたた一一つつのの BBlloocc のの全全体体計計画画,,

（（見見積積にに至至るるままでで））をを行行うう機機会会ににぶぶつつかかつつたたここととはは何何とといいうう

幸幸運運ででああろろうう。。」」（（在在仏仏日日記記11995511//22//1177））  

プロジェクトの担当者の一人であった吉阪は,フラン

ス人アトリエ従事者 Fernand Gardien と,ギリシャ人ア

トリエ従事者 Aristoménis Provelenghiosの協力を得て,

実際に彼らのパリのアパートメントの調査を行なってい

る。（図３-２）その後は,3 日間に渡り,Germán Samper 

Gneccoと Roger Salmonaという 2人のコロンビア人アト

リエ従事者らと共に,現場を視察している。彼らと共にス

トラスブルグ大聖堂の塔に登り,歴史的な街並みを観察

した吉阪は,歴史ある街並みの中にコンクリートの建築

を作る方法について思索している。 

「「SSaallmmoonnaaとと共共にに塔塔にに登登るる,,9999++119999++2277段段（（？？））テテララススににてて,,

更更にに117733段段,,（（1133廻廻転転））でで鐘鐘よよりり高高いい廻廻廊廊にに至至るる,,古古いい町町とと新新

ししいい町町ととはは色色かか違違うう,,古古いい方方はは《《●●》》形形のの瓦瓦でで黒黒くくくくすすんんでで

いいるる,,建建物物のの背背がが痩痩せせ尾尾根根のの様様にに鋭鋭いい,,新新ししいいははセセメメンントト瓦瓦

《《●●》》でで 4455°°勾勾配配位位だだしし,,石石壁壁がが重重たたくく屋屋根根をを乗乗せせててかかここんん

ででいいるる,,木木造造かからら石石造造へへのの ddeessiiggnn のの差差,,ここんんどどここゝゝににココンンクク

リリーートトののココンンククリリーートトららししいいももののををどどううつつくくるるべべききかか,,」」（（在在

仏仏日日記記11995511//33//1122））  

更に,帰巴した吉阪はパリ北方にある St Denisという

街 の 集 住 計 画 を 調 査 し て い る 。 こ れ は André 

Lurçat(1894-1970)という建築家によって計画されたも

のであり,住区単位の学習のために訪れた事がわかる。以

上の事からストラスブルグの計画を経て,吉阪は集住の

検討に強い関心を持ち,能動的に学習を進めていたこと

が分かる。 

吉阪は以後いくつかの実践的な集住計画への参画の

機会に恵まれる。《マルセイユ・ユニテ・ダビタシオン》

では,1951/9/12 からの２週間ほどであったが,現場管理

を任されている。更に《ナント・ユニテ・ダビタシオン》

では実施設計や多くの作図を担当している事が読み取れ

る。この事からも, 《ストラスブルグ 800戸のための設

計競技》で集住を学び,それをマルセイユとナントのユニ

テ・ダビタシオンで実践に発展させていったと考えられ

る。 

アトリエでの学びがある一方で,同時に吉阪はフラン

スの戦災復興都市を訪れ,集住の計画を観察している。吉

阪の戦災復興計画への関心は,先行研究文４）でも指摘さ

れている様に,留学以前から続く物である。注 37） 

なかでも，オーギュスト・ペレの計画したル・アーブ

ル計画（Le Havre）に対して非常に高い関心を寄せてい

る。今回の調査によって,在仏日記からル・アーブル訪問

時の記録が明らかになり,更に挿入資料から,それに伴う

國際建築誌に寄稿予定だったと思われる未公開原稿が発

見された注 38）。吉阪は現地で MRU（再建都市計画省：

Ministère de la Reconstruction et de l'Urbanisme）

の担当者から直接説明を受け,市内を 2 日かけて調査し

ている。戦災により人口が 22 万から 16 万まで減少し,

市の中心部は英軍の爆撃によって壊滅的な被害を受けた
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生として留学を果たした5名注 33)を始めとして,パリ国際

大学都市内で多くの議論をした記録が目立つ。彼らとは

異なる専門分野から相互に多くの意見交換を行なってい

た。その内容は私的相談から哲学,戦争,日本文化,装飾論,

同性愛,住生活など多岐に渡る。 

吉阪と交流のあった在仏日本人は各々が多様な専門

を持っていた。桶谷繁雄（1910-1983）を始めとした科学

者や,北本治（1911-1998）のような医者,後に吉阪の作品

の依頼主になる数学者である浦太郎（1920-）などが見ら

れる。更に交流の中で目立って見られるのは,画家との交

流である。幼少期からの付き合いである荻須高徳（1901-

1986）や金山康喜（1926-1959）,田渕安一（1921-2009）,

斎藤英一（生没年不明）らと交流し,触発されて油絵を描

くなどしている。注 34） 

さ ら に 吉 阪 は 留 学 中 , 午 前 中 に 国 立 図 書 館

（Biblioteque Nationale）を訪ね,フランス民家調査な

どの調べ物をし,午後アトリエにて仕事に努め,夕刻住ま

いに戻って,日本人らと議論をするという生活スタイル

を高い頻度で取っている注 35）。この事からも,吉阪にとっ

て,日本人との交流が留学生活の大きな部分として存在

した事が分かる。 

３）在仏アジア人としての活動

在仏アジア人として,アジア等の西欧以外の出身者と

の交流も多く見られる。中でも在外国ベトナム人留学生

協会（L'ASSOCIATION DES ÉTUDIANTS VIETNAMIENS A 

L'ÉTRANGER）との交流が見られる。吉阪は留学中,2度日

本の住まいに関する講演を行うが,一つが在外国ベトナ

ム人留学生協会主催の「日本の住まいと暮らし（Les

Habitations el les Modes de vie au Japon）」という

講演である。注 36） 

更には,偶然に出会った中国人と各国の情勢や政治的

立場,戦後社会について語っている。 

「「支支那那人人（（1100日日のの夜夜 cchhaalleett  dduu  ppaarrccでで知知りり会会つつたた））とと世世界界

情情勢勢ににつついいてて語語るる,,彼彼もも金金持持ででああつつたたがが,,日日本本のの戦戦でで11993377--4455

年年のの間間にに乏乏ししくくななつつたた,,だだかからら今今はは中中共共ににななつつててかかええつつてて喜喜

んんででいいるるとと,,支支那那はは中中共共ににななつつてて統統一一ががででききたたここととをを皆皆喜喜んん

ででいいるるそそししてて中中共共がが統統一一すするるにに到到つつたたののはは日日本本軍軍にによよつつてて,,

支支那那のの家家がが平平均均化化とといいううよよりり金金持持がが没没落落ししたたかかららだだとといいうう,,

そそししててヨヨーーロロッッパパのの運運命命ははああとと 5500 年年,,そそのの理理由由のの一一はは統統一一

ががででききなないいかからら,,ニニににはは植植民民地地をを近近くく失失つつててししままううかからら,,三三

ににはは機機械械がが既既にに古古くく,,生生産産力力のの低低下下ををままぬぬかかれれなないいかかららとといい

つつてていいたた,,アアメメリリカカににはは物物資資ののみみああつつてて眞眞のの文文化化財財ななききがが故故

ににももははややここゝゝでで何何かかをを生生みみ出出ささねねばば今今がが絶絶頂頂ででああるる,,従従つつてて

アアジジアアのの他他にになないいとと,,アアジジアアのの立立つつ為為ににはは日日本本とと支支那那ととがが一一

つつににななららななけけれればばいいけけなないいとといいつつたたらら,,そそのの通通りりだだとといいゝゝ,,

大大東東亜亜共共栄栄圏圏をを 11992255 年年ににそそののままゝゝ唱唱ええてていいたたらら実実現現ししたたろろ

ううかか,,11994433 年年でではは日日本本がが,,自自ららのの説説とと逆逆のの行行為為ををととつつたたああとと

図3-1 挿入資料No.4-103「アトリエル・コルビュジエ従事者からの寄

せ書き」Chandigarh訪問後に日本に帰国した吉阪宛への書簡で,総計11

名注３７）が執筆している。「メリークリスマス そろそろ戻っていること

でしょう。怠け者集団でごめんなさい。」(Jacques Michel) 

「Tanktaka,奥さんのこと覚えていた？幸せと成功がありますように。」

(Iannis Xenakis) 等。 

表3-1 吉阪在仏日記および挿入資料から判明したアトリエ 

ル・コルビュジエ における従事者ならびに関係者一覧 

Balkrisnas V. Doshi 28
Iannis Xenakis 25
Germán Samper Gnecco 21
Aristoménis Provelenghios 19
André Wogenscky 18
Fernand Gardien 11
Georges Sachinidis 8
Roger Salmona 7
André Maisonnier 7
Jacques Masson 6
Henri Brutaux Henri 6
Jacques Michel 6
walter jonas 5
Valentia 5
Nadir Afonso 4
Guy Lemarchands 4
Charles Clémot 3
Perez Chenis 2
Roger Andréini 1
Olek Kujawsky 1
stieler 1

0

Noël 7
Mme Jeanne 3
charles barberis 2
Vedat Ali Dalokay 2
Vieco Hernán Vieco Sánchez 1
Costantine Andréou 1

Claude Le Goas 7

だだかかららいいけけなないい,,ししかかしし共共栄栄圏圏ははつつくくるるべべききででああるるとと,,」」（（在在

仏仏日日記記11995500//1111//33））  

同様の在仏アジア人との交流が在仏日記内に複数件

見られ,フランスでの吉阪の意識にアジアへの視線が多

く存在した事が確認できる。 

3.2 第二次世界大戦後の普遍的集住観 

次に吉阪隆正が一貫して関心のあった「集住」につい

ての考察の展開を紹介する。在仏日記において吉阪は，

1951年 3月 10日,ストラスブルグで川の対岸にドイツを

見てこのように記録した。 

「「CCaatthh..をを見見にに行行ここううととししてて,,VVaalleennttiiaaにに会会うう,,共共ににRRhhiinnee川川

ままでで行行くく,,橋橋のの向向ははドドイイツツででああるる,,そそここままでで行行くく,,私私ににはは去去りり

難難いい気気持持ががすするる,,ここゝゝははよよくくここわわれれてていいるる,,SSttrraassbboouurrgg のの方方

ははももうう壊壊れれたたとといいうう感感じじははなないいののにに,,負負けけたたののがが悪悪いいののだだ,,

勝勝ててばば正正ししかかつつたたののだだとといいうう様様なな感感じじがが強強くくすするる,,国国境境ががああ

るるかかららいいけけなないいののだだ,,（（中中略略））CCaatthheeddrraalleeをを見見にに行行くく,,美美ししいい,,

ししかかししそそれれままででだだ,,私私ににはは住住宅宅のの方方がが感感銘銘ががああるる,,中中世世のの家家

はは何何故故美美ししいいののだだろろうう,,今今ここれれをを建建ててるる気気ははししなないい,,ししかかしし,,

ここのの美美ししくくななつつたた原原因因ををつつききととめめたたいい,,そそししてて美美ししいい町町をを村村

ををつつくくりりたたいい,,国国境境ををななくくささななけけれればばででききなないいここととだだろろううかか,,

貧貧乏乏のの克克服服がが国国境境ににわわざざわわいいさされれてていいるる日日本本,,」」（（在在仏仏日日記記

11995511//33//1100））  

上記の様に吉阪は留学時の経験を，第二次世界大戦後

の社会の一部として強い意識を持ってとらえている事が

在仏日記より盛んに読み取ることができる。また戦後社

会の中でも特に,戦後復興として要請されていた,集住計

画に強い関心を寄せている。以上の事より,本節では,第

二次世界大戦後の吉阪の持つ普遍的集住観に対して考察

を行った。 

吉阪が在室した当時のアトリエ ル・コルビュジエの仕

事は, 《マルセイユ・ユニテ・ダビタシオン》や《スト

ラスブルグ 800 戸のための設計競技》など,その多くが

集住の形を模索する物であった。この傾向は戦後社会の

要請の結果であり,必然的に吉阪も集住に関心を寄せる

事となった。このような背景の中で,吉阪の集住観はアト

リエ ル・コルビュジエ内のプロジェクトからの学習とフ

ランスの戦災復興都市の観察による学習という大きく二

つの経験によって形成されたと考えられる。 

吉阪が初めに向き合うことになる集住に関するプロジ

ェクトは《ストラスブルグ 800戸のための設計競技》で

ある。1951/2/17 から吉阪の仕事となったこのプロジェ

クトに注力している事が分かる。

「「SSttrraassbboouurrgg にに 1100hhaa 程程のの敷敷地地にに 880000 戸戸をを入入れれるる計計画画のの

ccoonnccoouurrssあありり,,77 月月 11 日日をを期期限限ととすす,,ここれれにに過過去去 2200 年年のの業業績績

をを集集中中ししたたととののこことと,,ままととままつつたた一一つつのの BBlloocc のの全全体体計計画画,,

（（見見積積にに至至るるままでで））をを行行うう機機会会ににぶぶつつかかつつたたここととはは何何とといいうう

幸幸運運ででああろろうう。。」」（（在在仏仏日日記記11995511//22//1177））  

プロジェクトの担当者の一人であった吉阪は,フラン

ス人アトリエ従事者 Fernand Gardien と,ギリシャ人ア

トリエ従事者 Aristoménis Provelenghiosの協力を得て,

実際に彼らのパリのアパートメントの調査を行なってい

る。（図３-２）その後は,3 日間に渡り,Germán Samper 

Gneccoと Roger Salmonaという 2人のコロンビア人アト

リエ従事者らと共に,現場を視察している。彼らと共にス

トラスブルグ大聖堂の塔に登り,歴史的な街並みを観察

した吉阪は,歴史ある街並みの中にコンクリートの建築

を作る方法について思索している。 

「「SSaallmmoonnaaとと共共にに塔塔にに登登るる,,9999++119999++2277段段（（？？））テテララススににてて,,

更更にに117733段段,,（（1133廻廻転転））でで鐘鐘よよりり高高いい廻廻廊廊にに至至るる,,古古いい町町とと新新

ししいい町町ととはは色色かか違違うう,,古古いい方方はは《《●●》》形形のの瓦瓦でで黒黒くくくくすすんんでで

いいるる,,建建物物のの背背がが痩痩せせ尾尾根根のの様様にに鋭鋭いい,,新新ししいいははセセメメンントト瓦瓦

《《●●》》でで 4455°°勾勾配配位位だだしし,,石石壁壁がが重重たたくく屋屋根根をを乗乗せせててかかここんん

ででいいるる,,木木造造かからら石石造造へへのの ddeessiiggnn のの差差,,ここんんどどここゝゝににココンンクク

リリーートトののココンンククリリーートトららししいいももののををどどううつつくくるるべべききかか,,」」（（在在

仏仏日日記記11995511//33//1122））  

更に,帰巴した吉阪はパリ北方にある St Denisという

街 の 集 住 計 画 を 調 査 し て い る 。 こ れ は André 

Lurçat(1894-1970)という建築家によって計画されたも

のであり,住区単位の学習のために訪れた事がわかる。以

上の事からストラスブルグの計画を経て,吉阪は集住の

検討に強い関心を持ち,能動的に学習を進めていたこと

が分かる。 

吉阪は以後いくつかの実践的な集住計画への参画の

機会に恵まれる。《マルセイユ・ユニテ・ダビタシオン》

では,1951/9/12 からの２週間ほどであったが,現場管理

を任されている。更に《ナント・ユニテ・ダビタシオン》

では実施設計や多くの作図を担当している事が読み取れ

る。この事からも, 《ストラスブルグ 800戸のための設

計競技》で集住を学び,それをマルセイユとナントのユニ

テ・ダビタシオンで実践に発展させていったと考えられ

る。 

アトリエでの学びがある一方で,同時に吉阪はフラン

スの戦災復興都市を訪れ,集住の計画を観察している。吉

阪の戦災復興計画への関心は,先行研究文４）でも指摘さ

れている様に,留学以前から続く物である。注 37） 

なかでも，オーギュスト・ペレの計画したル・アーブ

ル計画（Le Havre）に対して非常に高い関心を寄せてい

る。今回の調査によって,在仏日記からル・アーブル訪問

時の記録が明らかになり,更に挿入資料から,それに伴う

國際建築誌に寄稿予定だったと思われる未公開原稿が発

見された注 38）。吉阪は現地で MRU（再建都市計画省：

Ministère de la Reconstruction et de l'Urbanisme）

の担当者から直接説明を受け,市内を 2 日かけて調査し

ている。戦災により人口が 22 万から 16 万まで減少し,

市の中心部は英軍の爆撃によって壊滅的な被害を受けた
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この都市に対する,ペレの集住計画のプランニングを詳

細に記録し,戦災復興の可能性と都市計画の重要性を学

び取っている。中でも,区画整理事業に強い関心を持って

いる。国家が国民の生命財産を保証するという事が証明

されているフランスの現状に日本との乖離を感じ,また,

保証のされ方も興味深く取り上げている。 

「「直直接接戦戦災災者者にに遭遭っってていいろろいいろろ話話ししてて見見るるとと,,フフラランンスス流流にに

立立ててつつづづけけにに不不満満ををななららべべるるけけれれどどもも,,国国家家はは国国民民のの生生命命財財

産産をを保保証証すするるとといいううここととがが一一応応証証明明さされれてていいるる様様にに感感じじらら

れれるる。。日日本本ににはは非非戦戦災災者者税税ががああるるののだだ。。（（中中略略））区区画画整整理理にに土土

地地のの交交換換分分合合をを考考ええなないいでで,,専専らら建建物物のの床床面面積積ででここれれをを調調節節

ししたたののででああっったた。。地地主主即即家家主主ででああるるののでで,,ししかかもも商商業業中中心心地地

のの地地主主ににととっっててはは土土地地よよりりはは建建物物のの床床面面積積にに利利害害関関係係がが結結

びびつつくくここととをを考考ええ,,各各街街廊廊毎毎にに一一つつのの戦戦災災者者のの組組合合をを組組織織せせ

ししめめ,,ここのの組組合合のの共共有有財財産産ととししてて土土地地建建物物をを与与ええたたののででああるる。。

勿勿論論各各戦戦災災者者ははかかつつてて所所有有ししたた建建物物のの床床面面積積だだけけのの分分をを権権

利利ととししてて譲譲らられれるるののででああるる。。」」（（挿挿入入資資料料よよりり））  

戦災復興時に集住の形を選択した際に生まれる土地

財産の問題の解決方法として,大きな学びを得ていると

言える。更に,この経験が後に彼が提唱した「人工土地」

の構想に影響している事も想像できる。 

上述した様に,吉阪は留学期にアトリエ ル・コルビュジ

エ内で多くの集住に関するプロジェクトに関わり,更に

戦後社会における復興都市計画と集住の持つ役割に関心

を持ち,独自に多くの調査と学習を行なった。この根底に

は,留学以前から続く生活学や民家調査,その発展として

の住居学汎論があり,独自の視点から集住の形を模索し

ていったといえる。また留学後には,吉阪隆正集にも見ら

れるように,人工土地の構想や住まいの一形態としての

集住への多くの言説が生まれた事からも,留学時のこれ

らの経験が吉阪の普遍的な集住に対する観性を産んだと

考えられる。吉阪における集住への意識はすでに多くの

先行研究において指摘されているが,今回の研究によっ

て,その思考の具体的展開を垣間見る資料をここに提示

した。 

図 3-2 在仏日記 1951/3/8 

4. 結論

本研究では,吉阪隆正のフランス留学期における在仏

日記を初めて悉皆的に解読した。仏語理論学研究者との

協働によって,精密な読み下しが実現され,日記記述の新

たな解読を果たしたと考える。 

まず，カテゴリ分析によって,在仏日記本文について

は,記述量の推移とアトリエ ル・コルビュジエ内プロジ

ェクトとの間に相関が見られた。挿入資料については,多

様な資料性格を十分に整理し,特筆すべき資料を紹介し

た。 

その上で,吉阪隆正留学期におけるアトリエ ル・コル

ビュジエ従事者を中心とした彼の人的ネットワークと普

遍的集住観の 2点について考察を行った。

人的ネットワークでは,アトリエ ル・コルビュジエに

おいて従事者として書籍に名前の残っていない人物との

交流が複数発見され,同アトリエがこれまで語られてい

るよりも,多様な人物の関与によって活動していた事を

具体的に指摘した。更に,在仏日本人との交流については,

留学における彼らとの交流の頻繁度を示し,その重要性

を指摘した。その上で,在仏アジア人としての吉阪の活動

について,アジアを始めとした日本以外の国々の人々と

の具体的交流の内容と,そこから生まれ得るアジアへの

視座を指摘した。 

吉阪の「集住観」については,これまで吉阪自身によっ

て語られているが,本研究の成果として,それらの思考の

展開過程と考え得る記述を発見した。これにより,留学中

における吉阪の集住観はアトリエ ル・コルビュジエ内の

活動のみならず,戦災復興都市の観察といったアトリエ

外での活動によっても形成された事を指摘できよう。 

以上の考察事項は吉阪留学の一側面であり,この他に

も彼の人文地理学的感性を垣間見ることのできる旅や,

読書・演劇鑑賞といった学習など,留学期における吉阪が

獲得した多様な経験を証する記述は多い。これらを今後

の課題として,研究を発展させる所存である。 
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1)《L’Unité d’Hanbitation à Marseille》 （参考文献 2 より）

2)《Chandigarh. La Naissance de la nouvelle capitale du Punjab》 （参

考文献 2 より）

3)《Le Concours de Strasbourg pour 800 logements》（参考文献 2 より） 

4)本研究の前身として,以下の発表が存在する。

本橋仁,廣瀬翔太郎,中谷礼仁「吉阪隆正の日記帳に関する

報告」 ,日本建築学会大会学術講演梗概集 ,pp.961-

962,2016.09 

2015 年に吉阪家資料が早稲田大学に寄贈されたのをうけ,

その総覧的萌芽的調査を行ったもの。吉阪隆正の日記帳全

205 冊を対象にした悉皆的な調査を元に,日記資料を三期

に分け,各時期の日記の内容を概観して報告した。本研究

では本発表の解読結果も活用しつつ,吉阪在仏時の日記解

読を継続し内容を発展させた。 

5)『吉阪隆正集 8 ル・コルビュジエと私』,勁草書房, 1985, 

p.261

6)帰国日については,倉方俊輔著『吉阪隆正とル・コルビュジ

エ』 王国社 2005, p.51 を参照

7)手記の記述に関してはテキスト化を行い,時系列順に整理

した。 複数の協力学生によるテキスト化を行うに当たり,

正確な読み下しのためにルールを設けた。①基本的に文字

は見えた通りに書き起こし,綴の間違いなどは修正しない。

誤字である事が明らかな場合,「見えた通りのスペル《マ

マ》」と記入する事とした。これは読み下し作業における原

本への復元可能性を担保する目的で行った。②判読不能な

文字は「 ■■■■■《推測したスペルや文字》」と表現す

る。③本文中に図がある場合,その箇所に《●》を挿入する

事で表現する。④濁点や捨て仮名について,日記内には文

字の潰れ等により,判断が難しい場合が多く存在する。こ

のような場合には,一貫して文脈から推察することなどは

せずに解読者の見えた通りに記述する事とする。⑤吹き出

し等を用いて文章が挿入されている場合,【】を用いて,該

当箇所に記入する。以上のルールによって統一された解読

が可能になった。 

8)《≪Roq≫ et ≪Rob≫ à Cap Martin》（参考文献 2 より） 

9)《Unité d'Habitation de Nantes-Rezé》 （参考文献 2 よ

り）

10)「Salmonaと共に塔に登る,99+199+27段（？）テラスにて,更に

173段,（13廻転）で鐘より高い廻廊に至る,古い町と新しい町

とは色か違う,（中略）木造から石造への design の差,こんど

こゝにコンクリートのコンクリートらしいものをどうつくるべ

きか,」（在仏日記 1951/3/12） 

11)『吉阪隆正集 15 原始境から文明境へ』,勁草書房, 1985, 

p.205

12)挿入資料 4-13。フランスの新聞誌 L'AURORE 誌の記事（日

付不明）。記事名「マッカーサーの謎（L’énigme Mac

Arthur）」 JOHN GUNTHER 筆。

13)挿入資料 2-20。パリ国際大学都市の校友会（ALLlANCE

INTERNATIONALE DES ANCIENS）の主催する民俗学に関す

る講演会への招待状（1951/11/22）等。

14)挿入資料 4-16。在外国ベトナム人留学生協会主催の講演

会「L'HABITATION DES POPULATIONS URBAINES（都市人口

の住宅）」への招待状。（1951/4/12）（吉阪隆正は「Les

Habitations el les Modes de vie au Japon（日本の住

まいと暮らし）」という講演を行っている）等。

15)挿入資料 4-16-2。フランス国立工芸院(CONSERVATOIRE

NATIONAL DES ARTS ET MÉTIERS）で行われた講演会への

招待状（1951/4/25）(吉阪は「日本の住まいにおける伝統

からモダニズムへ」というタイトルで講演を行なってい

る等。

16)挿入資料 4-103 より金重業からの言葉を以下抜粋引用す

る。「なつかしき吉阪（タカ）様 あなたのインドからのお便り

を受け取って 皆非常によろこんでゐます。あなたのお陰であ

の時以来ずーっとアトリエで働いでいます。皆非常によい人達

です。ここに入って今日で丁度一個月になります。今あなたは

まだ東京にお帰りになっていないかも知れませんね。実り多き

旅をお祈り致します。そして楽しい御返事をお待ちしてゐます。

何時お目に掛れるやらわかりませんが お体をお大事に佐藤先

生にもよろしくお傳へ下さいませ。又お便り致しませう。さや

うなら 金重業」 

17)Balkrishna V. Doshi（1927-2023, インド）との記録の

存在する 28 日間は以下の通りである。1951/10/16, 1951/10/23,

1951/10/26, 1951/10/27, 1951/10/31, 1951/11/6, 1951/11/8, 1951/11/16,

1951/12/12, 1951/12/13, 1951/12/15, 1951/12/20, 1951/12/29, 1952/1/5,

1952/1/20, 1952/2/25, 1952/3/7, 1952/3/15, 1952/3/22, 1952/3/27,

1952/5/8, 1952/5/31, 1952/6/3, 1952/6/4, 1952/6/10, 1952/7/14,

1952/7/19, 1952/7/26。

18)Iannis Xenakis（1922-2001, ギリシャ）との記録の存在

する 25 日間は以下の通りである。1950/12/4, 1951/1/13,

1951/2/23, 1951/5/30, 1951/6/1, 1951/6/24, 1951/7/23, 1951/8/3,

1951/8/7, 1951/9/4, 1951/9/10, 1951/10/21, 1951/10/23, 1951/11/22,

1951/12/19, 1951/12/20, 1951/12/29, 1952/2/2, 1952/2/25, 1952/3/15,

1952/3/22, 1952/5/20, 1952/6/3, 1952/6/4, 1952/8/24。

19)Germán Samper Gnecco（1924-2019, コロンビア）との記

録の存在する 21 日間は以下の通りである。1950/11/18,

1951/1/3, 1951/1/5, 1951/1/13, 1951/1/31, 1951/2/7, 1951/3/9,

1951/3/12, 1951/5/1, 1951/5/4, 1951/5/28, 1951/6/21, 1951/8/24,

1951/8/27, 1951/10/20, 1951/10/26, 1951/11/14, 1951/11/18,

1951/11/24, 1952/1/9, 1952/3/7。

20)Aristoménis Provelenghios（1914-1999, ギリシャ）との

記録の存在する 19 日間は以下の通りである。1950/10/26,

1950/10/31, 1950/11/18, 1950/12/4, 1951/3/8, 1951/3/28, 1951/4/16,

1951/4/30, 1951/5/19, 1951/5/21, 1951/5/23, 1951/5/26, 1951/6/25,

1951/6/30, 1951/8/1, 1951/9/4, 1951/9/11, 1951/10/10, 1952/3/5。

21)André Wogenscky（1916-2004, フランス）との記録の存在

する 18 日間は以下の通りである。1951/2/26, 1951/2/27,

1951/3/28, 1951/5/19, 1951/5/26, 1951/6/30, 1951/9/18, 1951/9/20,

1951/10/8, 1951/10/29, 1951/10/31, 1951/11/8, 1951/11/17, 1951/11/22,

1951/11/27, 1951/12/19, 1952/5/20, 1952/8/24。

22)『吉阪隆正集 8 ル・コルビュジエと私』,勁草書房, 1985 

23)「Samper 夫妻,Vieco,Valentia らと別れ,Salmona と共に

Strasbourgに戻る,（中略）Salmonaの話によると,Colombiaの

民家は図の様になつていて,カメは大きな建築的役割をなして

いる由,中には壁がわりにカメをならべ,中に雨水をたくわえる

所もある由,もう一つの様式はスペインのパシオ形式である,」

（在仏日記 1951/3/12）

24)「Humanitéには一室住居,子供６人の例が11区に多いとあつた,

ねる時は部屋の眞中に机を置いて右は女左は男とするのだそう

だ,Bedがなけれは床の上にねるのだと,Arisの所は一室で4人,

民家の調べをしていても決して日本よりよいといえない,畳の

ないだけいけない,」（在仏日記 1951/3/8） 

「ひるから,Arisの所,（中略）二人の子供らと共に3×4ｍの部

屋の中での過密居住,大久保を思い出す混雑,」（在仏日記

1951/5/26） 

25)「Nante のアパートの研究,南面の処置か決つて大分進む,しか

し立面は少し気に食わぬ,Wog 案,tracé regulateur の褐か？

Doshi と tracé について論ず,彼も tracé の理論的根底を疑う」

（在仏日記 1951/10/31）

26)Noël（詳細不明）との記録の存在する 7 日間は以下の通

りである。1952/3/9, 1952/6/7, 1952/7/14,1952/7/15, 1952/7/17,

1952/7/20, 1952/7/23。

「午后の汽車で帰巴,9時半からDoshi, Scheiberも一緒にNoêl,

Madeleine, HéleineらとPont Neufへ花火を見物に,それより

TuilerieーConcordeーBastilleーPlace d'Italieー帰宅,」（在

仏日記 1952/7/14）

27)Mme Jeanne（?,フランス）との記録の存在する 3 日間は

以下の通りである。1951/2/27, 1951/5/21, 1951/12/22。
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この都市に対する,ペレの集住計画のプランニングを詳

細に記録し,戦災復興の可能性と都市計画の重要性を学

び取っている。中でも,区画整理事業に強い関心を持って

いる。国家が国民の生命財産を保証するという事が証明

されているフランスの現状に日本との乖離を感じ,また,

保証のされ方も興味深く取り上げている。 

「「直直接接戦戦災災者者にに遭遭っってていいろろいいろろ話話ししてて見見るるとと,,フフラランンスス流流にに

立立ててつつづづけけにに不不満満ををななららべべるるけけれれどどもも,,国国家家はは国国民民のの生生命命財財

産産をを保保証証すするるとといいううここととがが一一応応証証明明さされれてていいるる様様にに感感じじらら

れれるる。。日日本本ににはは非非戦戦災災者者税税ががああるるののだだ。。（（中中略略））区区画画整整理理にに土土

地地のの交交換換分分合合をを考考ええなないいでで,,専専らら建建物物のの床床面面積積ででここれれをを調調節節

ししたたののででああっったた。。地地主主即即家家主主ででああるるののでで,,ししかかもも商商業業中中心心地地

のの地地主主ににととっっててはは土土地地よよりりはは建建物物のの床床面面積積にに利利害害関関係係がが結結

びびつつくくここととをを考考ええ,,各各街街廊廊毎毎にに一一つつのの戦戦災災者者のの組組合合をを組組織織せせ

ししめめ,,ここのの組組合合のの共共有有財財産産ととししてて土土地地建建物物をを与与ええたたののででああるる。。

勿勿論論各各戦戦災災者者ははかかつつてて所所有有ししたた建建物物のの床床面面積積だだけけのの分分をを権権

利利ととししてて譲譲らられれるるののででああるる。。」」（（挿挿入入資資料料よよりり））  

戦災復興時に集住の形を選択した際に生まれる土地

財産の問題の解決方法として,大きな学びを得ていると

言える。更に,この経験が後に彼が提唱した「人工土地」

の構想に影響している事も想像できる。 

上述した様に,吉阪は留学期にアトリエ ル・コルビュジ

エ内で多くの集住に関するプロジェクトに関わり,更に

戦後社会における復興都市計画と集住の持つ役割に関心

を持ち,独自に多くの調査と学習を行なった。この根底に

は,留学以前から続く生活学や民家調査,その発展として

の住居学汎論があり,独自の視点から集住の形を模索し

ていったといえる。また留学後には,吉阪隆正集にも見ら

れるように,人工土地の構想や住まいの一形態としての

集住への多くの言説が生まれた事からも,留学時のこれ

らの経験が吉阪の普遍的な集住に対する観性を産んだと

考えられる。吉阪における集住への意識はすでに多くの

先行研究において指摘されているが,今回の研究によっ

て,その思考の具体的展開を垣間見る資料をここに提示

した。 

図 3-2 在仏日記 1951/3/8 

4. 結論

本研究では,吉阪隆正のフランス留学期における在仏

日記を初めて悉皆的に解読した。仏語理論学研究者との

協働によって,精密な読み下しが実現され,日記記述の新

たな解読を果たしたと考える。 

まず，カテゴリ分析によって,在仏日記本文について

は,記述量の推移とアトリエ ル・コルビュジエ内プロジ

ェクトとの間に相関が見られた。挿入資料については,多

様な資料性格を十分に整理し,特筆すべき資料を紹介し

た。 

その上で,吉阪隆正留学期におけるアトリエ ル・コル

ビュジエ従事者を中心とした彼の人的ネットワークと普

遍的集住観の 2点について考察を行った。

人的ネットワークでは,アトリエ ル・コルビュジエに

おいて従事者として書籍に名前の残っていない人物との

交流が複数発見され,同アトリエがこれまで語られてい

るよりも,多様な人物の関与によって活動していた事を

具体的に指摘した。更に,在仏日本人との交流については,

留学における彼らとの交流の頻繁度を示し,その重要性

を指摘した。その上で,在仏アジア人としての吉阪の活動

について,アジアを始めとした日本以外の国々の人々と

の具体的交流の内容と,そこから生まれ得るアジアへの

視座を指摘した。 

吉阪の「集住観」については,これまで吉阪自身によっ

て語られているが,本研究の成果として,それらの思考の

展開過程と考え得る記述を発見した。これにより,留学中

における吉阪の集住観はアトリエ ル・コルビュジエ内の

活動のみならず,戦災復興都市の観察といったアトリエ

外での活動によっても形成された事を指摘できよう。 

以上の考察事項は吉阪留学の一側面であり,この他に

も彼の人文地理学的感性を垣間見ることのできる旅や,

読書・演劇鑑賞といった学習など,留学期における吉阪が

獲得した多様な経験を証する記述は多い。これらを今後

の課題として,研究を発展させる所存である。 
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＜注＞ 

1)《L’Unité d’Hanbitation à Marseille》 （参考文献 2 より）

2)《Chandigarh. La Naissance de la nouvelle capitale du Punjab》 （参

考文献 2 より）

3)《Le Concours de Strasbourg pour 800 logements》（参考文献 2 より） 

4)本研究の前身として,以下の発表が存在する。

本橋仁,廣瀬翔太郎,中谷礼仁「吉阪隆正の日記帳に関する

報告」 ,日本建築学会大会学術講演梗概集 ,pp.961-

962,2016.09 

2015 年に吉阪家資料が早稲田大学に寄贈されたのをうけ,

その総覧的萌芽的調査を行ったもの。吉阪隆正の日記帳全

205 冊を対象にした悉皆的な調査を元に,日記資料を三期

に分け,各時期の日記の内容を概観して報告した。本研究

では本発表の解読結果も活用しつつ,吉阪在仏時の日記解

読を継続し内容を発展させた。 

5)『吉阪隆正集 8 ル・コルビュジエと私』,勁草書房, 1985, 

p.261

6)帰国日については,倉方俊輔著『吉阪隆正とル・コルビュジ

エ』 王国社 2005, p.51 を参照

7)手記の記述に関してはテキスト化を行い,時系列順に整理

した。 複数の協力学生によるテキスト化を行うに当たり,

正確な読み下しのためにルールを設けた。①基本的に文字

は見えた通りに書き起こし,綴の間違いなどは修正しない。

誤字である事が明らかな場合,「見えた通りのスペル《マ

マ》」と記入する事とした。これは読み下し作業における原

本への復元可能性を担保する目的で行った。②判読不能な

文字は「 ■■■■■《推測したスペルや文字》」と表現す

る。③本文中に図がある場合,その箇所に《●》を挿入する

事で表現する。④濁点や捨て仮名について,日記内には文

字の潰れ等により,判断が難しい場合が多く存在する。こ

のような場合には,一貫して文脈から推察することなどは

せずに解読者の見えた通りに記述する事とする。⑤吹き出

し等を用いて文章が挿入されている場合,【】を用いて,該

当箇所に記入する。以上のルールによって統一された解読

が可能になった。 

8)《≪Roq≫ et ≪Rob≫ à Cap Martin》（参考文献 2 より） 

9)《Unité d'Habitation de Nantes-Rezé》 （参考文献 2 よ

り）

10)「Salmonaと共に塔に登る,99+199+27段（？）テラスにて,更に

173段,（13廻転）で鐘より高い廻廊に至る,古い町と新しい町

とは色か違う,（中略）木造から石造への design の差,こんど

こゝにコンクリートのコンクリートらしいものをどうつくるべ

きか,」（在仏日記 1951/3/12） 

11)『吉阪隆正集 15 原始境から文明境へ』,勁草書房, 1985, 

p.205

12)挿入資料 4-13。フランスの新聞誌 L'AURORE 誌の記事（日

付不明）。記事名「マッカーサーの謎（L’énigme Mac

Arthur）」 JOHN GUNTHER 筆。

13)挿入資料 2-20。パリ国際大学都市の校友会（ALLlANCE

INTERNATIONALE DES ANCIENS）の主催する民俗学に関す

る講演会への招待状（1951/11/22）等。

14)挿入資料 4-16。在外国ベトナム人留学生協会主催の講演

会「L'HABITATION DES POPULATIONS URBAINES（都市人口

の住宅）」への招待状。（1951/4/12）（吉阪隆正は「Les

Habitations el les Modes de vie au Japon（日本の住

まいと暮らし）」という講演を行っている）等。

15)挿入資料 4-16-2。フランス国立工芸院(CONSERVATOIRE

NATIONAL DES ARTS ET MÉTIERS）で行われた講演会への

招待状（1951/4/25）(吉阪は「日本の住まいにおける伝統

からモダニズムへ」というタイトルで講演を行なってい

る等。

16)挿入資料 4-103 より金重業からの言葉を以下抜粋引用す

る。「なつかしき吉阪（タカ）様 あなたのインドからのお便り

を受け取って 皆非常によろこんでゐます。あなたのお陰であ

の時以来ずーっとアトリエで働いでいます。皆非常によい人達

です。ここに入って今日で丁度一個月になります。今あなたは

まだ東京にお帰りになっていないかも知れませんね。実り多き

旅をお祈り致します。そして楽しい御返事をお待ちしてゐます。

何時お目に掛れるやらわかりませんが お体をお大事に佐藤先

生にもよろしくお傳へ下さいませ。又お便り致しませう。さや

うなら 金重業」 

17)Balkrishna V. Doshi（1927-2023, インド）との記録の

存在する 28 日間は以下の通りである。1951/10/16, 1951/10/23,

1951/10/26, 1951/10/27, 1951/10/31, 1951/11/6, 1951/11/8, 1951/11/16,

1951/12/12, 1951/12/13, 1951/12/15, 1951/12/20, 1951/12/29, 1952/1/5,

1952/1/20, 1952/2/25, 1952/3/7, 1952/3/15, 1952/3/22, 1952/3/27,

1952/5/8, 1952/5/31, 1952/6/3, 1952/6/4, 1952/6/10, 1952/7/14,

1952/7/19, 1952/7/26。

18)Iannis Xenakis（1922-2001, ギリシャ）との記録の存在

する 25 日間は以下の通りである。1950/12/4, 1951/1/13,

1951/2/23, 1951/5/30, 1951/6/1, 1951/6/24, 1951/7/23, 1951/8/3,

1951/8/7, 1951/9/4, 1951/9/10, 1951/10/21, 1951/10/23, 1951/11/22,

1951/12/19, 1951/12/20, 1951/12/29, 1952/2/2, 1952/2/25, 1952/3/15,

1952/3/22, 1952/5/20, 1952/6/3, 1952/6/4, 1952/8/24。

19)Germán Samper Gnecco（1924-2019, コロンビア）との記

録の存在する 21 日間は以下の通りである。1950/11/18,

1951/1/3, 1951/1/5, 1951/1/13, 1951/1/31, 1951/2/7, 1951/3/9,

1951/3/12, 1951/5/1, 1951/5/4, 1951/5/28, 1951/6/21, 1951/8/24,

1951/8/27, 1951/10/20, 1951/10/26, 1951/11/14, 1951/11/18,

1951/11/24, 1952/1/9, 1952/3/7。

20)Aristoménis Provelenghios（1914-1999, ギリシャ）との

記録の存在する 19 日間は以下の通りである。1950/10/26,

1950/10/31, 1950/11/18, 1950/12/4, 1951/3/8, 1951/3/28, 1951/4/16,

1951/4/30, 1951/5/19, 1951/5/21, 1951/5/23, 1951/5/26, 1951/6/25,

1951/6/30, 1951/8/1, 1951/9/4, 1951/9/11, 1951/10/10, 1952/3/5。

21)André Wogenscky（1916-2004, フランス）との記録の存在

する 18 日間は以下の通りである。1951/2/26, 1951/2/27,

1951/3/28, 1951/5/19, 1951/5/26, 1951/6/30, 1951/9/18, 1951/9/20,

1951/10/8, 1951/10/29, 1951/10/31, 1951/11/8, 1951/11/17, 1951/11/22,

1951/11/27, 1951/12/19, 1952/5/20, 1952/8/24。

22)『吉阪隆正集 8 ル・コルビュジエと私』,勁草書房, 1985 

23)「Samper 夫妻,Vieco,Valentia らと別れ,Salmona と共に

Strasbourgに戻る,（中略）Salmonaの話によると,Colombiaの

民家は図の様になつていて,カメは大きな建築的役割をなして

いる由,中には壁がわりにカメをならべ,中に雨水をたくわえる

所もある由,もう一つの様式はスペインのパシオ形式である,」

（在仏日記 1951/3/12）

24)「Humanitéには一室住居,子供６人の例が11区に多いとあつた,

ねる時は部屋の眞中に机を置いて右は女左は男とするのだそう

だ,Bedがなけれは床の上にねるのだと,Arisの所は一室で4人,

民家の調べをしていても決して日本よりよいといえない,畳の

ないだけいけない,」（在仏日記 1951/3/8） 

「ひるから,Arisの所,（中略）二人の子供らと共に3×4ｍの部

屋の中での過密居住,大久保を思い出す混雑,」（在仏日記

1951/5/26） 

25)「Nante のアパートの研究,南面の処置か決つて大分進む,しか

し立面は少し気に食わぬ,Wog 案,tracé regulateur の褐か？

Doshi と tracé について論ず,彼も tracé の理論的根底を疑う」

（在仏日記 1951/10/31）

26)Noël（詳細不明）との記録の存在する 7 日間は以下の通

りである。1952/3/9, 1952/6/7, 1952/7/14,1952/7/15, 1952/7/17,

1952/7/20, 1952/7/23。

「午后の汽車で帰巴,9時半からDoshi, Scheiberも一緒にNoêl,

Madeleine, HéleineらとPont Neufへ花火を見物に,それより

TuilerieーConcordeーBastilleーPlace d'Italieー帰宅,」（在

仏日記 1952/7/14）

27)Mme Jeanne（?,フランス）との記録の存在する 3 日間は

以下の通りである。1951/2/27, 1951/5/21, 1951/12/22。
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「夜 Corbu夫人に招かれ,この前と同じ途をCafé de Floreから

St Benoitに至り,rue de Renneの Rose Rougeがしまつていた

のでClub St germainのeaveauで2時頃までダンス,Mm Jeanne, 

Jasmine,Aris, Afonsoとその恋人,（Valentiaは早く帰る）の

一行,」（在仏日記 1951/5/21） 

28)charles barberis（1888-1980,フランス）との記録の存在

する 2 日間は以下の通りである。1952/3/7, 1952/3/10。 

「Barberisが来て,Pan de Verreの細かい注意を聞く,これは

貴い教訓,鎌倉の美術館が雨もりで困つているというのを聞く

となおさらである,夜おそくまで間仕切りや天井について

barberisと共に検討,」（在仏日記 1952/3/7）

29)Vedat Ali Dalokay（1927-1991, トルコ）との記録の存

在 す る 2 日間は 以 下 の通りであ る 。 1950/10/31,

1950/11/28。

「9時 Sèvre35番館に入ると,Gardien君と Ali君がいるやかで

André君や Aris君,あとはまだ一寸名を覚えられなかつたが集

る,タゝミの一席をやる,今までやつていたいろいろな研究を聞

く,」（在仏日記 1950/10/31）

30)Vieco（Hernán Vieco Sánchez か。）（1924-2012, コロン

ビア）との記録の存在する 1 日間は以下の通りである。

1951/3/12。

「教会の簡單プランを見とり,18時のガソリンカーでGareに至

り,Samper 夫妻,Vieco,Valentia らと別れ,Salmona と共に

Strasbourgに戻る,」（在仏日記 1951/3/12）

31)Costantine Andréou（1917-2007, ブラジル）との記録の

存在する 1 日間は以下の通りである。1951/6/24。

「昨日一日さぼつたので,Atelierに行く,ひるめしを Xenakis,

Andreouと共に近くの Rest.にて,」（在仏日記 1951/6/24）

32)Claude Le Goas（1928-2007,フランス）との記録の存在

する 7日間は以下の通りである。

1951/5/29,1951/11/14,1951/11/20,1951/11/24,1951/12/8,1951/12/15,19

52/1/19。

「夜,CEPAへ久し振りで行く,CIAM批判,Goas氏の意見：CIAMは

近代建築に革命を与えた,その出発点は,人間であり,人間と自

然の調和にあつた,しかし,その后その扱つた人間は抽象化し,

静的な,非社会性の世界人であるとなつた,1928 年ラサの会議

の時には,機械文明によつて覆かえされて世界の再建を求めて

いたのか,1937年,L-Cは,人間の基本的要求,宇宙のはじめから

必要としていたものを与えることによつて解決を与えよう,と

して,太陽,空気,緑を見出した,しかし社会人としての人間は忘

却された,それはCIAMか資本主義発展乃至黄金時代に育つたこ

と,1929 年の恐慌を通じてもそれはまだ弱らなかつたこと,し

かし大衆を問題にしていた為,資本家にもプロにもあてはまる

ものを求めた結果が人間の抽象化としてあらわれたと見ると,

どちらにも共通的なもののみがとりあげられたのであつた,（中

略） CEPAとしては,CIAM批判に基き,今后とるべき態度につい

てのパンフレットをまとめて,議論の種にしようという案あり,

参加することにする,これは建設的であるから,（ヒル,Samper

と CEPA は破壊を理論に■くつていると非難したのであつた

が）,」（在仏日記 1951/11/14）

「Goasの所に行き,Samper,Salmona,Valentiaらと共にCIAM批

判の草稿をねる,」（在仏日記 1951/11/24）

33)秋山光和（美術史,国立博物館研究員,当時 32 歳）,北本

治（医学,東京大学助教授,当時 38歳）,田中希代子（ピア

ニスト,当時 18歳）,森有正（仏文学,東京大学助教授,当

時 38 歳）,八木康夫（生物化学,名古屋大学助教授,当時

28歳） 

34)「午前中は描きたくてたまらず,半日 Deutsch のそばで坐つて

Chalet du Parcを油でやつて見る,（中略）すみからすみまで

力が要つて,スケッチとは大分心持が違う,気永なものである,

私にはよい修着である,楽しい修着,（中略）荻須さんのマネを

して見るが,筆がいうことをきかない,吉川氏に見せたら,水彩

くさいといわれた,荻須さんの特意とする所は固有色を生かし

たことで,光を殺している所にある,そういう意味では屋根だけ

は成功していると,」（在仏日記 1951/4/1） 

35)「午前中を Bibliothéque Nationaleで過す,やはりフランス住

宅を何とか曲りなりにもまとめて帰らねばと思い再び中休みの

のちに取り上げる,André Allix の Oisans の住宅だけを読む,

（中略）Corbu の所で Strasbourg のアパートの断面を描く,安

くする為に■■■■■■ double を止めるか止めないかが論議

される,（中略）atelierの連中にいわせるとCorbuは自分のこ

としか考えないという,だから非常に sec だと,この頃再び sec

になつたといつている,確かにそんな感じがするが,印度の計画

に熱中している気持はわかる,夕食後,北本氏の所により,Asada

女史のつくつてくれた羊羹を食べる,（中略）宮本氏と共に専ら

■■■■R.Rolasal の手紙の話がでる。手紙の文学の傳統はこ

ちらには相当に強い,儀礼的でない所から生じたものだといわ

ねばならぬ,」（在仏日記 1951/4/17） 

36)挿入資料 4-16-1 を参照。

37)11名の従事者は Balkrishna V.Doshi, Iannis Xenakis,

André Wogenscky, Georges Sachinidis, Roger Salmona,

Jacques Masson Jacques Michel, 金重業, Mme Jeanne と

２名の不明な人物である。

38)吉阪は 1945 年から 1950 年にかけて,住宅・都市関係を中

心に多数の研究会等に参加している。中でも,「銀座消費

観興地区計画」では,吉阪が中心となって計画案を提出し

ている。

39)挿入資料 2-11 より

＜参考文献＞ 

1) 福田京「アトリエ・ル・コルビュジエにおける吉阪隆正の

プロジェクト担当箇所の特定と考察 -設計図面及び日記

の調査をとおして-」東京理科大学卒業論文,2007

2)W. Boesiger “Le Corbusier OEuvre complète 1946-1952”, Les Editions

d’Architecture Zurich, 1955

3) 倉方俊輔著『吉阪隆正とル・コルビュジエ』 王国社 2005,

p47-51

4) 倉方俊輔,山名善之「吉阪隆正の住宅・都市理念に関する

研究」,住宅総合研究財団研究論文集 34 巻 ,pp.361-

372,2008

5) Le Corbusier“Architecture du bonheur, L'Urbanisme est une clef”,

Forces Vices, Les Presses de l'Île de France, 1955

6) Petit Jean“Le Corbusier lui-même”, 1970

・ 吉阪隆正集全 17巻,勁草書房,1985

・ 倉方俊輔著『吉阪隆正とル・コルビュジエ』,王国社,2005

・ 本橋仁,廣瀬翔太郎,中谷礼仁「吉阪隆正の日記帳に関す

る報告」,日本建築学会大会学術講演梗概集,pp.961-

962,2016.09

・ 福田京,島崎絵里,谷川大輔,山名義之「アトリエ・ル・コ

ルビュジエにおける吉阪隆正のプロジェクト担当箇所の

特定と考察－設計図面及び日記の調査をとおして－」,日

本建築学会大会講演梗概集,2008 

＜研究協力者＞ 

川上 夏林  東京外国語大学非常勤講師 

青木 理紗子 早稲田大学大学院創造理工学研究科 

建築学専攻修士課程 

中根 伊槻  早稲田大学大学院創造理工学研究科 

建築学専攻修士課程 

＊１九州大学 教授 博士（工学）＊2 九州大学 研究員 博士（工学） ＊3 Senior Lecturer, Architecture Department, Universitas Sebelas Maret, Ph.D

研究 NO.2213 

イインンドドネネシシアアのの都都市市ススララムムににおおけけるる健健康康リリススクク環環境境策策のの究究明明

主査 萩島 理 ＊１

委員 Martyas Solli Dwi＊２，Handayani Kusumaningdyah Nurul＊３

インドネシアのスラカルタ市において都市スラムの住宅の現地調査を行い，上下水道設備には深刻な問題がある事，室

内は熱的快適域から逸脱する時間が 90%程度と非常に長く，快適性・熱中症リスクの両面で問題がある事を示した。また，

都市スラム改良プログラムにより建設された新街区の住人 332 名を対象としたアンケート調査から，新規に建設された住

宅は，プライバシーや雨漏りの頻度などの問題は改善された一方で，室内の熱環境や空気質については悪化していると感

じている住民が非常に多い事が確認された。限られた財政条件下でより良い室内熱環境を実現するため設計計画段階のプ

ロセスの検証や affordable な建築デザインの模索が今後の課題である。

キーワード：１）都市スラム，２）カンポン，３）室内熱環境，４）室内空気質，５）水質，

６）都市スラム再開発，７）実測調査，８）アンケート調査

STUDY AIMING FOR ENVIRONMENTAL MEASURES TO MITIGATE HEALTH RISKS 
AT URBAN SLUM HABITATS IN INDONESIA 

Ch. Aya Hagishima 
Mem. Martyas Solli Dwi，Handayani Kusumaningdyah Nurul 

     A series of surveys of Surakarta's urban slum housings revealed significant issues with water and sewerage systems, along with 
prolonged indoor discomfort, posing comfort and heat stroke risks for residents. In addition, a questionnaire survey of 332 residents in 
newly constructed districts as part of an urban slum improvement program showed improvements in privacy and leak frequency. However, 
many residents reported hotter and less comfort indoor thermal condition and poorer air quality. Addressing these challenges involves 
optimizing design and planning processes to enhance indoor comfort within limited budgets and exploring cost-effective architectural 
solutions. 

1. 緒言

本研究がフィールドとするインドネシアは人口 2.6 億

を擁し，近年，堅調な経済成長を続けている。それと軌

を一にした都市化により，現在の都市人口は全人口の

55%を占め，更にその数値は増加を続けている文 1)。一方

で貧富の格差はまだ大きく，インドネシア中央統計庁に

よれば 2023 年３月時点の貧困率は 9.36％，貧困人口は

2590 万人に達する。こうした貧困と急激な都市化，イン

フラ整備の遅れが相俟って，都心部では高密度で低品質

の住宅地が無計画に広がっている文 2)。 

インドネシアの urban informal settlement はカンポ

ン（kampung, 都市村落）と呼ばれる。現地では都市スラ

ムに区分されるカンポンは，地縁血縁のある村落の人々

がまとまって都市に移住した経緯からムラ的要素を有し，

物理的な貧しさを凌ぐ共助の社会的組織を有していると

云われる文 3)。カンポンには零細な工業下請け・内職，商

店など多様な Home-based Enterprise (HBE)の拠点とし

て職住両面の機能を有する住宅が多数存在し，小規模な

がらコミュニティの経済活動を支えている文 4)。そのユニ

ークなコミュニティは多くの研究者を惹き付け，そこに

住む人々のライフスタイル文 5)，コミュニティの発達文 6)，

空間利用実態文 7)，観光利用文 8)など，建築計画学や社会

科学分野などで多くのフィールド調査が行われてきた。

こうしたカンポン研究には，近代化が進んだ先進国の

anonymous な都市コミュニティが既に失ってしまった地

域固有の歴史や文化，地縁社会の生活実態などに対する

社会科学的な関心を動機とする研究者も多いように見受

けられる。 

一方，インドネシアでは都市人口の約５分の 1 が都市

スラムや低品質な住宅に居住する文 2)と報告されている。

特に，街区成立の経緯や住民の経済水準などの要因から，

カンポンにおける上下水道設備や住宅の質は概して低い。
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